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来
る
10
月
23
日
（
日
）
に
、
昨

年
延
期
に
な
っ
た
同
窓
会
の
定

期
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
会
員

の
皆
さ
ん
か
ら
様
々
な
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
、
今
後
の
同
窓
会

活
動
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
多
数
の
会
員
の
方
の

ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
総
会
終
了
後
に
懇

親
会
を
行
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

10
月
23
日(
日)

    

同
窓
会
の
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
す

日
時
：
10
月
23
日
（
日
）

受
付
13
時
30
分

開
会
14
時

懇
親
会
16
時
～

会
場
：
桜
修
館
中
等
教
育
学
校

２
階
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

（
懇
親
会
会
場
未
定
）

議
事
予
定

一
、 三
年
間
の
活
動
報
告

会
報
の
発
行

会
員
の
名
簿
の
管
理

記
念
祭
へ
の
取
り
組
み

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

八
雲
が
丘
賞

八
雲
が
丘
学
友
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理

二
、会
計
報
告

会
計
決
算
報
告

同
窓
会
の
財
政
状
況

三
、今
後
の
活
動
方
針

継
続
事
業

新
た
な
事
業
の
展
開

桜
修
館
同
窓
会
と
の
連
携

四
、そ
の
他

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
、

問
題
提
起
、
ア
イ
デ
ア
の
提
供

な
ど
大
い
に
歓
迎
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
、

治
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
場
合

５
月
末
現
在
、
コ
ロ
ナ
の
感
染

者
は
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
ま
ま
減
っ
て
終
息
す
る
か

ど
う
か
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。

状
況
に
よ
っ
て
は
、
対
面
形
式

の
会
議
は
出
来
な
い
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
２
年
続
け
て
総

会
を
中
止
・
延
期
す
る
こ
と
は

避
け
た
い
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
Z
o
o
m
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
も
っ
て
総
会
に
代
え
ま
す
。

こ
の
点
に
関
し
て
会
員
の
皆
さ

ん
の
ご
了
解
を
得
た
い
と
思
い

ま
す
。

総
会
出
席
の
申
し
込
み

　

総
会
に
出
席
さ
れ
る
方
は
、

同
封
の
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
卒
業
期
、
お
よ
び
懇
親

会
出
席
の
有
無
、
を
ご
記
入

い
た
だ
き
、
Z
o
o
m
会
議
に

な
っ
た
場
合
の
出
欠
も
併
せ

て
ご
記
入
の
う
え
、
10
月
１

日
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

切
手
は
不
要
で
す
。

今
年
の
八
雲
が
丘

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、

一
昨
年
お
よ
び
昨
年
と
２
年
連

続
で
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

従
っ
て
今
年
の
第
６
回
「
八
雲

が
丘
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」

は
、第
20
期
、21
期
、22
期
、45
期
、

46
期
、
47
期
が
対
象
で
す
。
今

年
か
ら
桜
修
館
卒
業
10
年
の
期

も
加
わ
り
、
合
計
７
期
の
皆
さ

ん
を
お
招
き
し
て
、
11
月
に
開

催
予
定
で
す
。

　

今
年
も
コ
ロ
ナ
の
状
況
に

よ
っ
て
は
開
催
が
む
ず
か
し
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
開
催

の
可
否
も
含
め
て
、
開
催
日
、

開
催
会
場
な
ど
に
つ
い
て
、
対

象
の
期
の
皆
さ
ん
に
は
、
改
め

て
個
別
に
連
絡
を
差
し
上
げ

ま
す
。
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2022年（令和４年）6月30日　　        東 京 都 立 大 学 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 報

１	 同窓会定期総会開催のお知らせ
	 ホームカミングデーのお知らせ
２	 第８回「八雲が丘賞」
	 　日本文化部かるた班が受賞
３	 第９回「八雲が丘賞」
	 　軽音楽部が受賞
４	 桜修館石崎校長先生からの
	 メッセージ
４ ・ ５	 第７３回記念祭グラフ特集
６	 沼津寮を拠点にした
	 フィールドワーク
	 　恩師　山崎　憲治先生
７	 手作り絵本「ジャックとベティー」
	 都立大附属高校の黒うさぎ物語
	 　恩師　町田　弘先生
８	 講座・富士山の噴火について
	 　１５期・藤井　敏嗣
９	 アウトロー
	 　２６期・うじきつよし
１０	 戦中戦後の母校
	 　１期・内野　滋雄
１１	 ７期B組の活動
	 　７期・毛里　興三郎
１２	 米寿の寄せ書き
	 　２期・吉松　安弘
	 １２期C組のクラス会
	 　１２期・小倉　忠博
１３	 高校時代の思い出
	 　６期・片岡　俊郎
	 文集「懐かしの一土会」
	 　頒布のお知らせ
	 校歌・学生歌・寮歌・記念祭歌
	 　収録DVD頒布
１４	 八雲立つ丘にて
	 　１８期・山内　通生
１５	 事務局インフォメーション
	 　２０２１年度決算、事業報告
１６	 会費納入のお願い、訃報
	 　同窓会への連絡、編集後記

【 この会報の内容です 】

1961年・木造校舎増築 1970年・記念祭のファイヤー 2006年・沼津寮が閉寮に 2021年・記念祭テーマは恐竜
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第
８
回
「
八
雲
が
丘
賞
」
は
、

最
近
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
見
せ

て
い
る
日
本
文
化
部
か
る
た
班

に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
は
春
か
ら
コ
ロ
ナ
に

よ
る
変
則
的
学
校
運
営
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
第
８
回
「
八
雲
が

丘
賞
」
も
授
賞
が
延
期
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
10
月
22

日
、
遅
ま
き
な
が
ら
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
も
例

年
の
よ
う
な
全
校
生
徒
の
前
で

表
彰
す
る
こ
と
は
か
な
わ
ず
、

校
内
放
送
で
表
彰
状
を
読
み
上

げ
、
部
の
代
表
に
表
彰
状
と
記

念
品
代
を
贈
り
ま
し
た
。

競
技
か
る
た
部
の
あ
る
中
学

高
校
は
近
年
急
速
に
増
え
て
お

り
、
全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人

一
首
選
手
権
大
会
の
予
選
参
加

校
は
、
昨
年
全
国
で
３
５
４
校
、

東
京
で
も
40
校
近
く
に
上
り
ま

し
た
。
漫
画
・
映
画
の
「
ち
は

や
ふ
る
」
の
影
響
が
大
き
い
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
、
桜
修
館
は
常

に
東
京
都
予
選
の
上
位
校
の
位

置
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
東
京

で
は
全
国
優
勝
13
回
の
男
子
校
・

暁
星
高
校
が
抜
け
た
存
在
で
す

が
、
女
子
中
心
の
桜
修
館
は
大

健
闘
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

「
先
輩
方
の
功
績
や
先
輩
方
と
の

つ
な
が
り
が
部
活
動
の
誇
り
」

と
い
う
部
員
の
言
葉
に
、
か
る

た
班
の
部
活
の
本
質
が
見
え
る

よ
う
で
す
。

一
丸
と
な
っ
て

競
技
力
の
向
上
を

桜
修
館
と

都
大
附
高
を
結
ぶ
絆

第
８
回「
八
雲
が
丘
賞
」　　

    　

  

日
本
文
化
部
か
る
た
班
が
受
賞

こ
の
「
八
雲
が
丘
賞
」
は
、

桜
修
館
と
都
大
附
高
を
結
ぶ
絆

の
一
つ
で
す
。
昨
年
10
月
の
表

彰
式
の
後
、
部
員
全
員
と
顧
問

の
先
生
か
ら
同
窓
会
あ
て
に
届

い
た
お
礼
状
を
読
め
ば
、「
八
雲

が
丘
賞
」
と
い
う
賞
が
あ
っ
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
実
感
で
き

ま
す
。
今
後
も
こ
の
賞
が
生
徒

諸
君
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
賞
と

な
り
、
一
方
で
桜
修
館
の
今
を

知
る
手
が
か
り
に
な
れ
ば
、
と

考
え
て
い
ま
す
。
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第
９
回
「
八
雲
が
丘
賞
」
は

軽
音
楽
部
が
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。
表
彰
式
は
、
第
８
回
受
賞

の
日
本
文
化
部
か
る
た
班
と
同

様
、
昨
年
10
月
22
日
に
、
放
送

室
で
表
彰
状
を
読
み
上
げ
全
校

に
放
送
す
る
形
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
、
私
た

ち
の
日
常
に
あ
ら
ゆ
る
形
で
及

ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

放
送
が
終
わ
っ
た
後
、
受
賞
し

た
軽
音
楽
部
の
部
員
が
放
送
室

近
く
の
コ
ン
コ
ー
ス
に
集
合
し
、

記
念
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
幸
い
で
し
た
。

表
彰
状
に
も
あ
る
よ
う
に
、

軽
音
楽
部
の
ラ
イ
ブ
は
、
記
念

祭
な
ど
で
大
変
に
人
気
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
人
気
の
秘
密
は
技

術
的
な
レ
べ
ル
の
高
さ
に
加
え

て
、
各
バ
ン
ド
・
メ
ン
バ
ー
の

内
か
ら
あ
ふ
れ
出
る
個
性
に
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
な
ど
で
は
、
い

か
に
し
て
全
体
が
一
つ
に
な
れ

る
の
か
が
問
わ
れ
る
の
に
対
し

て
、「
軽
音
楽
」
の
魅
力
は
い
か

に
個
性
的
か
、
だ
か
ら
で
す
。

八
雲
が
丘
に
は
「
軽
音
楽
」

の
系
譜
が
あ
り
ま
す
。
１
９
７
０

年
代
に
は
、
う
じ
き
つ
よ
し
氏
、

向
谷
実
氏
、
北
島
健
二
氏
、
織

田
哲
郎
氏
な
ど
が
八
雲
が
丘
で
、

後
の
活
躍
に
つ
な
が
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
蓄
え
て
い
ま
し
た
。
確

か
に
こ
の
丘
に
は
軽
音
楽
と
い

う
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
ふ
さ
わ

し
い
何
か
が
あ
る
よ
う
で
す
。

 

「
八
雲
が
丘
賞
」
は
、
今
年
第
10

回
を
数
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

受
賞
は
、
日
本
文
化
部
茶
道
班
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
部
、
写
真

部
、
美
術
部
、
科
学
部
、
創
作

部
、
前
期
サ
ッ
カ
ー
部
、（
奨
励

賞
）
前
期
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
、
日
本
文
化
部
か
る
た
班
、

で
す
。
来
年
は
ど
の
よ
う
な
活

動
が
受
賞
す
る
の
か
、
今
か
ら

楽
し
み
で
す
。

八
雲
が
丘
に
あ
る

軽
音
楽
の
系
譜

今
年
の
第
10
回
の
賞
は

ど
の
よ
う
な
活
動
に

「八雲が丘賞」規定
１（趣旨）
この賞は、東京都立桜修館中等教育学校の生徒による優れた部
活動、課外活動に対して、東京都立大学附属高等学校同窓会から
贈られるものです。

２（賞と対象期間）
賞の対象期間は、４月から次年３月までの１年間とし、「優秀賞」
および「奨励賞」の二つを設定します。２年以上にわたって顕著
な実績を上げた活動に対して「大賞」を贈ることがあります。
賞は、記念品または同等金額の活動費支援とします。

３（基準）
選考基準は以下によります。
①年間を通じて継続的に活動を展開し、十分な実績を上げたもの
②前年度に比して活動の内容に顕著な向上が見られたもの
③対外試合、コンクールなどで優秀な成績を上げたもの
④その他桜修館生徒にふさわしい優れた活動を行ったもの

４（選考）
対象となる活動について桜修館中等教育学校の推薦をうけ、都
大附高同窓会理事会において決定します。

５（賞の贈呈）
前年度の受賞活動に対し、原則として次年度記念祭の期間中に
表彰し、賞の贈呈を行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第
９
回「
八
雲
が
丘
賞
」

　
　

      

軽
音
楽
部
が
受
賞 

2022年（令和４年）6月30日　　        東 京 都 立 大 学 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 報
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日
頃
よ
り
都
立
桜
修
館
中
等

教
育
学
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
も
３
年
目
を
迎
え
る

中
、
本
校
で
は
東
京
都
の
感
染

予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
守
り

つ
つ
で
き
る
限
り
の
最
大
限
の

教
育
機
会
を
提
供
す
る
と
の
方

針
で
、
教
育
活
動
を
継
続
し
て

参
り
ま
し
た
。

生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
運
営

す
る
、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
、
記
念

祭
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、

「
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
」

を
合
言
葉
に
、
実
施
形
態
の
工

夫
や
動
画
中
継
な
ど
、
生
徒
の

最
大
限
の

教
育
機
会
を
提
供

都
立
桜
修
館
中
等
教
育
学
校
長　
石
崎　
規
生

１年生は４クラスとも恐竜を展示。
Ａ「海の恐竜」、Ｂ「恐竜博物館・八雲本館」、
Ｃ「草食恐竜で草」、Ｄ「古の空の獣」

２年生は、日本語劇「かがみの孤城」、英語劇「Harry Potter」、
数学班「＃でよ♡桜数館」、理科実験班「ノーベルに挑んでみた」、
ダンス「３DS Dance Dance Dance」

記念祭 
グラフ特集

第73回
コロナ禍をこえて

入場ゲートをはじめ校内各所に、
装飾班や体夜班の力作が

展示されました。

第73回記念祭の
テーマは「恐竜」。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
学
校

運
営
に
も
同
窓
会
活
動
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
記
念

祭
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新

制
の
都
立
大
学
附
属
高
校
発
足
以

来
続
い
て
き
た
記
念
祭
で
す
が
、

一
昨
年
の
第
72
回
は
初
め
て
中
止

に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
第
73
回
は
コ
ロ
ナ
の
影

響
下
、
感
染
予
防
策
を
講
じ
な
が

ら
、
学
校
や
生
徒
た
ち
の
様
々
な

工
夫
で
何
と
か
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
例
年
行
わ
れ
て
い

た
学
校
説
明
会
な
ど
外
部
か
ら
の

招
待
、
同
窓
会
ル
ー
ム
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
模
擬
店
の
出
展
な
ど
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
現
役
生
徒
は
２

学
年
ご
と
に
半
日
ず
つ
の
参
加
、

映
像
の
配
信
な
ど
新
し
い
試
み
で

２
年
ぶ
り
の
記
念
祭
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

今
年
の
第
74
回
記
念
祭
が
、
出

来
る
だ
け
通
常
通
り
無
事
開
催
で

き
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、
昨
年
の

記
念
祭
の
様
子
を
グ
ラ
フ
特
集
に

し
て
お
届
け
し
ま
す
。

（
こ
の
特
集
に
は
、桜
修
館
Ｐ
Ｔ

Ａ
広
報
委
員
会
か
ら
写
真
を

ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
）
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新
た
な
ア
イ
デ
ア
や
様
々
な
工

夫
を
取
り
入
れ
、
例
年
ど
お
り

の
こ
と
が
で
き
な
い
代
わ
り

に
、
す
べ
て
を
一
か
ら
考
え
る

中
で
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
意

味
で
の
充
実
感
が
得
ら
れ
る
行

事
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
外
修
学
旅

行
を
は
じ
め
と
す
る
海
外
で
の

体
験
的
行
事
は
実
施
が
叶
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
４
月
に

６
年
生
は
長
崎
・
福
岡
へ
の
修

学
旅
行
を
無
事
実
施
し
、
１
、４

年
生
も
そ
れ
ぞ
れ
高
尾
、
房
総

で
の
宿
泊
行
事
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
夏
開

催
さ
れ
た
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
４
、５
、６
年
生
が
そ

れ
ぞ
れ
一
日
ず
つ
国
立
代
々
木

競
技
場
で
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
を

観
戦
し
、
異
文
化
や
国
際
社
会

へ
の
関
心
を
高
め
、
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し

た
。さ

て
、
今
春
の
卒
業
生
の
進

路
状
況
で
す
が
、
難
関
国
公
立

大
学
は
、
京
都
大
学
１
名
、
東

京
工
業
大
学
７
名
、
一
橋
大
学

４
名
、
国
公
立
大
学
医
学
部
医

学
科
２
名
が
合
格
し
、
合
格
者

の
合
計
は
昨
年
度
を
上
回
り
ま

し
た
が
、
東
京
大
学
の
合
格
者

は
０
名
で
し
た
。
難
関
私
立
大

いつもなら校内案内に
忙しいフィールドワーク部、
科学部、Ｍ研、
図書委員会、
４年英語係、ユニークな
展示や実験を。
さらに自治会も参加。

Ａ「やまちゃんのばぁむ食わへん？」、
Ｂ「CASINO Bliss vegas」、
Ｃ「アリマのメイドはアリマせん」
Ｄ「SILENT EGG－音を立てたらぱくり」

5年生は
遊び心満載。

文化部は部活の成果を存分に発揮。
吹奏楽部と軽音楽部はいつものように名演奏で、美術部「絵美展」、
創作部「こってこ展」、写真部は魅せるアートで。

学
は
、
早
稲
田
大
学
38
名
、
慶

應
義
塾
大
学
21
名
、
上
智
大
学

12
名
が
合
格
し
、
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ

Ｈ
に
は
、
１
３
１
名
が
合
格

し
ま
し
た
。（
い
ず
れ
も
現
役

生
の
み
）

ま
た
、
今
春
の
本
校
へ
の
志

願
状
況
で
す
が
、
都
立
中
高
一

貫
教
育
校
全
体
と
し
て
志
願
倍

率
が
低
下
し
、
本
校
は
、
５
・

１
７
倍
（
男
子
４
・
１
８
倍
、
女

子
６
・
１
６
倍
）
で
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
等
に
よ
る
特
例

に
よ
る
検
査
の
合
格
者
２
名
を

加
え
た
１
６
２
名
が
４
月
に
入

学
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
高
校
一
年
生
か

ら
、
新
学
習
指
導
要
領
が
年
次

進
行
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
思
考

力
，
判
断
力
、
表
現
力
等
に
加

え
て
、
学
ん
だ
こ
と
を
人
生
や

社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る
「
学

び
に
向
か
う
力
、
人
間
力
等
」

を
、
一
層
充
実
さ
せ
な
が
ら
、

引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
様
々
な
困
難
を
乗
り
切
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
同
窓

会
の
皆
様
も
引
き
続
き
本
校
へ

の
御
理
解
と
御
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
末
筆
に
な
り
ま

す
が
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

３年生は演劇。
Ａ「アスノヨゾラ
　　哨戒班」、
Ｂ「ごくせん」、
Ｃ「大洗にも
　　星はふるなり」、
Ｄ「赤ずきん」。
それぞれ音響、衣装、
映像にこだわって。

４年生の参加型
バラエティ展示。

Ａ「実平の園～
　  私を祭りに
　  連れてって」、
Ｂ「CASINO  
   　SAURUS」、
Ｃ「謎解きはワッ 
　　フルのまえで」
Ｄ「有縁之日」。

Ａ「クロノス・ジョウンターの伝説」、 
Ｂ「ルパン三世～美術館の秘宝と首飾り」、
Ｃ「泥棒役者」、Ｄ「明烏―あけからす」

６年生は
演劇三昧。

2022年（令和４年）6月30日　　        東 京 都 立 大 学 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 報

3.indd   5 2022/06/05   17:23



6

　

私
が
、
附
属
高
校
で
教
員
を

務
め
て
い
た
時
、
３
つ
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
こ
と
に
努

め
た
。
一
つ
は
、中
高
一
貫
教
育
、

二
は
高
大
連
携
の
実
現
、
三
は

地
域
で
の
生
涯
学
習
の
確
立
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
進
め
る
に
は
、
実
験
実
習
を

重
視
し
現
場
・
現
実
か
ら
学
ぶ

と
い
う
学
習
を
軸
に
展
開
す
る

こ
と
が
肝
心
と
考
え
て
い
た
。

　

附
属
に
異
動
し
た
年
の
夏
、

沼
津
寮
で
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に

副
担
任
と
し
て
参
加
し
た
。
当

時
は
寮
の
改
築
の
た
め
父
母
会

が
出
資
金
を
集
め
て
お
り
、
生

徒
が
寮
を
活
用
す
る
機
会
を
創

ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
あ
る

種
の
ノ
ル
マ
と
い
う
面
も
あ
っ

た
。
確
か
に
秋
の
記
念
祭
に
向

け
た
ク
ラ
ス
討
論
も
必
要
な
の

だ
が
、
討
論
を
盛
り
上
げ
る
と

い
う
状
況
を
作
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
一
方
で
、こ
の
施
設
、

こ
の
環
境
を
教
材
と
し
て
「
現

地
に
学
ぶ
」
と
い
う
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
実
施
出
来
な
い
か

と
考
え
る
と
、
附
属
の
地
理
学

習
の
特
色
に
つ
な
ぐ
可
能
性
を

追
求
で
き
る
と
確
信
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
多
く

の
現
地
実
習
で
学
べ
る
題
材
が

あ
っ
た
。

 
一
日
目
は
こ
ん
な
課
題
を
用

意
で
き
た
。
箱
根
火
山
、
十
国

峠
、
丹
那
断
層
、
田
代
盆
地
で

の
土
地
利
用
調
査
、
農
家
訪
問

と
農
業
経
営
の
聞
き
取
り
調

査
、
そ
し
て
丹
那
牛
乳
工
場
見

学
。
こ
れ
だ
け
で
も
盛
り
だ
く

さ
ん
過
ぎ
る
現
地
実
習
に
な
る
。

生
ま
れ
て
初
め
て
断
層
の
現
場

を
み
て
、
本
当
に
大
地
が
動
く

こ
と
を
実
感
で
き
た
生
徒
も
少

な
く
な
い
。
し
か
も
そ
の
方
向

が
、
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
海
プ
レ
ー

ト
の
日
本
列
島
へ
沈
み
込
ん
で

い
く
動
き
だ
と
聞
く
と
、
日
本

列
島
が
ど
う
い
う
構
造
で
生
ま

れ
変
化
し
て
い
る
か
と
い
う
、

大
き
な
ス
ケ
ー
ル
の
話
が
、
小

さ
な
盆
地
の
左
横
ず
れ
断
層
か

ら
垣
間
見
る
と
い
う
面
白
さ
を

発
見
で
き
た
生
徒
も
多
い
と
思

う
。
教
科
書
で
は
な
く
現
地
の

フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
学
ぶ
可
能
性

を
知
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

私
が
生
徒
を
引
率
し
て
の
十

年
間
で
も
、
田
代
盆
地
の
農
家

は
大
き
く
変
化
し
た
。
野
菜
く

ず
で
育
て
て
い
た
数
頭
酪
農
（
牛

の
排
泄
物
を
堆
肥
に
す
る
規
模

の
小
さ
い
循
環
を
実
現
す
る
経

営
）
が
消
え
て
、
多
頭
飼
育
、

巨
額
の
投
資
に
見
合
う
少
数
の

酪
農
家
が
生
ま
れ
て
い
く
過
程

で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
田
代

盆
地
の
生
徒
に
よ
る
土
地
利
用

調
査
は
、
盆
地
の
入
口
に
立
て

ば
生
徒
の
行
動
が
全
て
確
認
で

き
る
と
い
う
手
ご
ろ
な
規
模
の

フ
ィ
ー
ル
ド
だ
っ
た
。
夜
は
12

時
過
ぎ
ま
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー

ト
を
ま
と
め
る
生
徒
が
多
く
、

（
と
き
に
は
仲
間
の
ノ
ー
ト
を
そ

の
ま
ま
写
す
の
が
精
一
杯
と
い

う
場
合
も
あ
っ
た
が
・
・
・
）

消
灯
・
就
寝
時
間
を
大
幅
に
超

え
て
し
ま
う
例
も
あ
っ
た
。

　

二
日
目
は
朝
６
時
に
起
床
。

沼
津
の
魚
市
場
の
セ
リ
を
見
学

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
日
の

水
揚
げ
が
あ
る
か
、
な
い
か

で
ま
っ
た
く
違
っ
た
学
習
に

な
る
。
水
槽
一
杯
の
ゴ
マ
さ
ば

の
値
段
が
、
タ
ル
に
入
れ
た
十

数
尾
の
マ
サ
バ
の
価
格
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
っ
た
り
、
小
ぶ
り
の

さ
ば
に
買
い
手
が
つ
か
ず
仲
買

が
往
生
す
る
姿
、
そ
し
て
買
い

手
が
つ
い
た
瞬
間
、
安
堵
感
が

伝
わ
る
雰
囲
気
は
忘
れ
ら
れ
な

い
（
小
型
の
さ
ば
は
肥
料
に
回

る
が
、
魚
体
が
大
き
く
な
る
と

油
が
多
く
な
り
、
油
抜
き
行
程

を
何
度
か
く
ぐ
ら
せ
ね
ば
な
ら

ず
、
肥
料
会
社
の
出
費
に
な
る
。

一
方
で
、
沼
津
港
に
揚
げ
た
サ

カ
ナ
に
買
い
手
が
つ
か
な
い
と

な
る
と
、
他
の
港
に
水
揚
げ
す

る
船
が
多
く
な
る
結
果
、
沼
津

市
場
の
支
配
力
が
弱
ま
っ
て

し
ま
う
）。
現
場
で
の
や
り
取
り

の
姿
か
ら
、
学
べ
る
こ
と
は
多

か
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
千
本
松
原
。
浜

堤
が
生
ま
れ
る
過
程
、
海
岸
に

広
が
る
礫
か
ら
こ
れ
ら
が
ど
こ

か
ら
流
れ
着
い
た
か
、
沿
岸
流

の
流
れ
る
方
向
を
浮
遊
物
か
ら

推
測
す
る
こ
と
も
面
白
い
調
査

に
な
っ
た
。
茶
農
家
を
訪
問
し
、

生
葉
の
刈
り
取
り
、
荒
茶
か
ら
、

製
茶
つ
く
り
ま
で
を
学
ぶ
こ
と

が
出
来
た
。

　

最
後
は
柿
田
川
。
ど
う
し
て

国
道
一
号
線
の
脇
か
ら
、
き
れ

い
な
湧
水
が
大
量
に
噴
出
す
る

の
か
。
富
士
山
と
い
う
山
の
裾

野
に
あ
る
、
そ
の
火
山
が
生
ん

だ
帯
水
層
を
通
し
て
の
水
。
多

く
の
生
徒
が
各
家
庭
へ
の
お
土

産
と
し
て
水
を
汲
ん
で
帰
る
こ

と
に
な
る
。

　

現
地
に
学
ぶ
と
い
う
学
習
方

法
は
、
か
な
り
の
工
夫
と
教
職

員
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
る
。

同
時
に
沼
津
寮
と
い
う
施
設
が

な
け
れ
ば
で
き
な
っ
た
。
寮
の

管
理
人
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
も
不

可
欠
だ
っ
た
。
現
地
実
習
を
重

ね
る
こ
と
で
、
確
実
な
教
材
つ

く
り
、
学
習
の
ス
タ
イ
ル
の
歴

史
が
う
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
の
特
色
あ
る
教
育
の
柱
が
創

ら
れ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
。
現

地
に
学
ぶ
と
い
う
学
習
は
、
森

戸
海
岸
の
生
物
実
習
、
あ
る
い

は
城
ヶ
島
で
の
地
学
実
習
と
相

互
に
か
か
わ
り
あ
っ
て
継
続
し

て
い
た
。
い
ず
れ
の
実
習
も
都

立
大
学
の
院
生
や
助
手
の
支
援

が
あ
っ
た
。

　

自
ら
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

あ
げ
た
三
つ
の
大
き
な
課
題
は
、

学
習
の
内
実
を
作
る
う
え
で
の

実
習
、
実
験
の
重
視
、
そ
こ
を

欠
く
と
「
受
験
」
先
行
型
の
「
古

い
」
教
育
に
回
帰
す
る
危
険
を

は
ら
む
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
は
教
員
も
鍛
え
ら

れ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

教
材
を
見
な
お
し
続
け
ね
ば
な

ら
な
い
し
、
学
習
方
法
を
改
善

し
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
変
化

に
対
応
し
、
変
化
を
先
取
り
す

る
一
方
、
根
幹
を
押
さ
え
る
こ

と
は
、
中
等
教
育
で
は
不
可
欠

な
こ
と
だ
。

　

三
つ
の
課
題
の
う
ち
、
高
大

連
携
は
な
か
な
か
実
現
さ
れ
な

い
。
自
分
が
そ
の
後
勤
務
し
た

大
学
で
は
、
午
後
遅
く
始
ま
る

講
義
は
、
高
校
生
に
扉
を
開
き
、

単
位
認
定
も
各
高
校
で
与
え
て

い
る
。
学
習
指
導
要
領
で
も
単

位
の
弾
力
的
運
用
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
。
振
り
返
る
と
「
附

属
」
の
持
つ
積
極
的
意
義
を
発

揮
す
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
っ
た
の

だ
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　

沼
津
寮
も
消
え
た
今
、
沼
津

で
実
習
を
語
る
こ
と
は
夢
の

「
跡
」
を
追
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

が
持
つ
意
義
や
可
能
性
が
消
え

る
わ
け
で
は
な
い
。
ど
こ
で
も

教
室
に
出
来
る
・
実
現
す
る
こ

と
で
生
き
た
学
習
が
つ
く
れ
る

し
、
そ
れ
を
生
徒
も
教
師
も
探

る
中
に
学
習
の
喜
び
は
あ
る
に

違
い
な
い
。

沼
津
寮
を
拠
点
に
し
た
フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

山
崎
憲
治（
地
理
）１
９
８
７
～
２
０
０
２
在
職

懐かしの
恩師より
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ジ
ャ
ッ
ク
を
飼
お
う
と
用
意
し

ま
し
た
が
、
ジ
ャ
ッ
ク
が
自
分

で
扉
を
開
け
て
何
度
も
逃
走
し

て
し
ま
う
の
で
、
行
動
が
自
由

に
出
来
る
よ
う
に
と
中
庭
で
放

し
飼
い
を
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

初
め
の
う
ち
は
人
に
対
し
て

警
戒
心
が
あ
り
噛
み
つ
く
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち

慣
れ
て
く
る
と
徐
々
に
近
寄
っ

て
き
て
、
先
生
方
や
生
徒
た
ち

か
ら
も
可
愛
が
ら
れ
て
い
ま
し

た
。朝

は
生
徒
か
ら
エ
サ
を
も
ら

い
、
ニ
ン
ジ
ン
や
キ
ャ
ベ
ツ
も

手
か
ら
で
も
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
登
校
し
て
く

る
生
徒
や
先
生
達
を
見
つ
け
て

は
後
ろ
を
つ
い
て
行
き
、
そ
の

ま
ま
校
舎
内
へ
入
っ
て
し
ま
い

そ
う
に
な
り
ま
す
。
授
業
中
は

入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
ド
ア
を

全
部
閉
め
て
い
ま
し
た
が
、
中

に
入
り
た
い
ジ
ャ
ッ
ク
は
ド
ア

の
前
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
た
り
覗
き

込
ん
だ
り
と
、
そ
の
姿
が
可
愛

か
っ
た
で
す
。
放
課
後
は
陸
上

部
員
の
走
る
後
ろ
を
つ
い
て

行
っ
た
り
追
い
越
し
た
り
、
ま

る
で
人
間
の
子
供
の
よ
う
に
と

て
も
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見

え
ま
し
た
。

ジ
ャ
ッ
ク
の
姿
が
２
、３
日

見
え
な
い
と
「
車
に
引
か
れ
た

の
で
は
な
い
か
？
」と
か「
カ
ラ

ス
に
襲
わ
れ
た
の
で
は
な
い

か
？
」
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
そ
の
よ
う
な
時
に

ジ
ャ
ッ
ク
が
ひ
ょ
っ
こ
り
現
れ
る

と
皆
の
顔
が
自
然
と
な
ご
み
、

楽
し
い
時
間
が
戻
り
ま
し
た
。

そ
し
て
ジ
ャ
ッ
ク
を
飼
い
始

め
て
し
ば
ら
く
し
て
メ
ス
の
白

う
さ
ぎ
の
ベ
テ
ィ
ー
も
迎
え
入

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
は
仲
の
良
い
２
匹
を
見

守
り
、
希
望
を
込
め
て
物
語
は

終
わ
り
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆

あ
る
日
突
然
、
う
さ
ぎ
を
飼

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
進

藤
先
生
を
は
じ
め
金
田
友
行
先

生
（
国
語
）
や
相
馬
璃
英
子
先

生
（
保
健
）、
他
先
生
方
、
生
物

部
員
の
生
徒
達
や
警
備
員
さ
ん

ま
で
、
本
当
に
皆
に
可
愛
が
ら

れ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
校

内
で
動
物
を
飼
育
す
る
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
、
最
初
は
戸
惑

い
や
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

皆
で
協
力
し
あ
え
た
こ
と
も
良

い
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

手
作
り
絵
本「
ジ
ャッ
ク
と
ベ
ティ
ー
」

都
立
大
附
属
高
等
学
校
の
黒
う
さ
ぎ
物
語

町
田  

弘（
化
学
）１
９
８
５
～
１
９
９
７
在
職

懐かしの
恩師より

こ
の
物
語
は
今
か
ら
約
30
年

前
、
地
学
の
進
藤
綏
子
先
生
が

近
所
の
人
か
ら
黒
い
う
さ
ぎ
を

譲
り
受
け
、
し
ば
ら
く
の
間
学

校
の
敷
地
内
で
飼
っ
て
い
た
時

の
話
を
題
材
に
絵
本
を
作
り
ま

し
た
。

　
　
　
　

◆

う
さ
ぎ
の
名
前
は
ジ
ャ
ッ

ク
。
上
半
身
は
白
で
下
半
身
は

黒
、
し
っ
ぽ
は
三
角
を
し
て
い

ま
し
た
。
顔
は
愛
嬌
が
あ
り
可

愛
か
っ
た
で
す
。
好
奇
心
が
と

て
も
旺
盛
で
、
追
い
か
け
る
と

倉
庫
の
下
や
外
構
の
中
に
潜
り

込
ん
で
し
ま
い
、
捕
ま
え
る
の

が
大
変
で
し
た
。
中
庭
に
あ
っ

た
古
い
冷
蔵
庫
を
小
屋
に
し
て

進藤先生と相馬先生

金田先生

進藤先生とジャックとベティー
ジャックとベティー表紙

2022年（令和４年）6月30日　　        東 京 都 立 大 学 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 報
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現
在
、
山
梨
県
富
士
山
科
学

研
究
所
に
非
常
勤
の
所
長
と
し

て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
も
あ
っ
て
、
最
近
は
富
士
山

の
火
山
防
災
に
関
わ
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
同
期
の
佐
々

木
浩
二
氏
か
ら
の
勧
め
も
あ
り
、

富
士
山
の
火
山
噴
火
に
つ
い
て

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

富
士
山
は
噴
火
す
る
か
？

　

高
名
な
物
理
学
者
で
随
筆
家

で
も
あ
っ
た
寺
田
寅
彦
は
、「（
富

士
山
は
）
今
後
い
つ
ま
た
活
動

を
始
め
る
か
、
そ
れ
と
も
も
う

永
久
に
休
息
す
る
か
、
神
様
に

も
わ
か
る
ま
い
。
し
か
し
、
16

世
紀
に
も
18
世
紀
に
も
活
動
し

た
も
の
が
20
世
紀
の
千
九
百
何

十
年
か
に
ま
た
活
動
を
始
め
な

い
と
保
証
し
う
る
学
者
も
な
い

で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
20
世
紀
に
は
噴
火
し
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
２
０
０
０
年
か
ら

２
０
０
１
年
に
か
け
て
地
下
の

マ
グ
マ
の
動
き
に
関
連
す
る
深

部
低
周
波
地
震
が
活
発
化
し
、

永
久
に
休
息
す
る
よ
う
な
こ
と

は
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
６
０
０
年
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
る
と
、
富
士
山
は
少
な
く
と

も
１
８
０
回
噴
火
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
30
年
間
に
１
回
の
ペ
ー
ス

で
噴
火
し
て
い
た
の
が
富
士
山

の
火
山
と
し
て
の
姿
で
す
。
と

こ
ろ
が
、
１
７
０
７
年
の
宝
永

噴
火
以
降
３
０
０
年
以
上
噴
火

し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
平
均
の

10
倍
の
期
間
噴
火
を
休
止
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
ど
う
考
え
て
も
異
常
な
の
で
、

富
士
山
は
い
つ
噴
火
し
て
も
お

か
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

富
士
山
噴
火
の
特
徴

　

富
士
山
は
噴
火
の
デ
パ
ー
ト

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
過
去
に
は

多
様
な
噴
火
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
溶
岩
流
、
砲

弾
の
よ
う
に
飛
ん
で
く
る
大
き

な
噴
石
、
火
砕
流
な
ど
の
現
象

は
火
山
の
周
辺
に
の
み
被
害
が

限
定
さ
れ
ま
す
が
、
３
０
０
年

前
と
同
じ
よ
う
な
規
模
の
爆
発

的
噴
火
を
起
こ
し
た
場
合
、
首

都
圏
は
大
変
な
状
況
に
陥
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

噴
煙
は
２
万
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
ま
で
立
ち
上
り
ま
す
か
ら
、

上
空
の
ジ
ェ
ッ
ト
気
流
に
乗
っ

て
首
都
圏
方
向
に
運
ば
れ
、
途

中
で
火
山
礫
や
火
山
灰
を
降
り

積
も
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

山
麓
で
は
数
m
、
静
岡
県
東
部
、

神
奈
川
県
は
10
㎝
以
上

の
火
山
灰
、
礫
が
堆
積

し
ま
す
。
都
内
で
も
数

㎝
、
千
葉
県
で
も
数
㎝

～
数
㎜
程
度
は
積
も
る

で
し
ょ
う
。
３
０
０
年

前
の
噴
火
で
は
16
日
間

続
き
ま
し
た
が
、
数
日

間
で
同
様
の
こ
と
が
起

こ
ら
な
い
と
も
限
り
ま

せ
ん
。

噴
火
災
害
の
様
相

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
る
と
首
都
圏
の
交

通
は
マ
ヒ
し
、
流
通
経

済
は
一
時
破
綻
し
、
日

本
経
済
の
低
落
を
も
た

ら
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

レ
ー
ル
の
上
に
火
山
灰
が

０.
５
㎜
降
り
積
も
る
と
、
安
全

確
保
の
た
め
に
電
車
は
止
め
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

状
況
が
、
富
士
山
か
ら
千
葉
に

至
る
広
い
領
域
で
噴
火
開
始
後

３
時
間
で
起
こ
る
の
で
す
。
そ

の
後
も
火
山
灰
は
降
り
続
け
る

の
で
す
か
ら
、
そ
の
う
ち
自
動

車
も
道
路
を
走
れ
な
く
な
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
噴
火
継
続
中

は
飛
行
機
の
離
発
着
や
飛
行
は

不
可
能
で
す
。
碍
子
に
３
㎜
程

度
の
湿
っ
た
火
山
灰
が
付
着
す

る
と
、
台
風
時
の
塩
害
と
同
じ

よ
う
に
短
絡
が
起
こ
っ
て
あ
ち

こ
ち
で
停
電
が
起
こ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
規
模
の
噴
火
は

富
士
山
の
噴
火
史
の
中
で
も
ま

れ
に
し
か
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん

か
ら
、
も
う
一
度
起
こ
る
確
率

は
低
い
の
で
す
が
、
起
こ
ら
な

い
と
は
保
証
で
き
ま
せ
ん
。
む

し
ろ
、
３
０
０
年
以
上
休
止
し

て
い
て
、
地
下
に
は
十
分
な
量

の
マ
グ
マ
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る

と
考
え
る
と
、
３
０
０
年
前
の

よ
う
な
爆
発
的
で
大
規
模
な
噴

火
に
な
る
可
能
性
は
小
さ
く
な

い
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と
は

い
ま
か
ら
準
備
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

噴
火
の
予
知
に
つ
い
て

　

時
折
、
富
士
山
噴
火
は
２
０

Ｘ
Ｘ
年
と
い
う
よ
う
な
記
事
が

週
刊
誌
や
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
を
に

ぎ
わ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
現
在
の
科
学
技
術
で
は

こ
の
よ
う
な
中
・
長
期
の
予
知

は
不
可
能
で
す
。
こ
の
よ
う
な

発
言
が
あ
っ
た
ら
、
肩
書
が
い

か
に
立
派
で
も
眉
唾
だ
と
思
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
富
士
山
の
観
測
は
充

実
し
て
い
る
か
ら
１
か
月
前
に

は
噴
火
が
予
知
で
き
る
と
い
う

専
門
家
も
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

正
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
富
士

山
と
同
じ
よ
う
な
マ
グ
マ
が
活

動
す
る
世
界
の
噴
火
例
か
ら
し

て
も
、
噴
火
の
前
兆
が
現
れ
る

の
は
せ
い
ぜ
い
１
週
間
前
、
数

日
や
数
時
間
前
と
い
う
ほ
う
が

圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
。

富
士
山
の
噴
火
に
つ
い
て

藤
井
敏
嗣
・
15
期

　

厄
介
な
の
は
、
噴
火
が
始
ま

る
ま
で
ど
の
よ
う
な
規
模
の
噴

火
に
な
る
の
か
、
ま
た
溶
岩
流

を
出
す
よ
う
な
噴
火
な
の
か
、

爆
発
的
な
噴
火
に
な
る
の
か
さ

え
分
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
、
首
都
圏
に
火
山
灰
が
届

く
よ
う
な
大
き
な
噴
火
に
な
る

か
ど
う
か
は
、
噴
火
開
始
後
30

分
以
上
経
過
し
な
い
と
判
定
で

き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
将
来

噴
火
す
る
こ
と
だ
け
は
確
実
な

の
で
、
今
か
ら
万
一
に
備
え
た

準
備
が
必
要
で
す
。
国
や
自
治

体
の
レ
ベ
ル
で
は
対
策
の
検
討

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
個
人
レ

ベ
ル
で
は
、
交
通
シ
ス
テ
ム
の

復
旧
を
待
つ
間
の
水
や
食
料
の

備
蓄
が
必
要
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に
、
津

波
で
通
行
不
可
能
に
な
っ
た
東

北
日
本
の
道
路
の
警
戒
に
当

た
っ
た
国
交
省
東
北
地
方
整
備

局
の
「
備
え
た
こ
と
し
か
役
に

立
た
な
か
っ
た
。
備
え
た
こ
と

は
十
分
で
は
な
か
っ
た
」
と
い

う
言
葉
を
噛
み
し
め
て
、
い
つ

か
起
こ
る
災
害
に
備
え
る
こ
と

が
火
山
大
国
と
言
わ
れ
る
日
本

に
住
む
我
々
に
と
っ
て
必
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

紙上講座

〔プロフィール〕地球科学者。理学博士。東京大学地震研究所所長、気象庁火山噴火予知連絡会会長、日本火山学会会長など歴任。
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え
っ　
　

オ
レ
な
の　
　

通
学
は
し
て
た
け
ど
、
三
年

間
、
ぜ
ん
ぜ
ん
学
ん
で
な
い
！

特
に
後
半
は
学
校
に
い
る
よ

り
、
近
く
の
喫
茶
『
ア
イ
リ
ス
』

と
か
雀
荘
に
シ
ケ
込
ん
で
た
方

が
長
い
か
も
。

ね
、
も
う
書
き
出
し
か
ら
ぜ

ん
ぜ
ん
ダ
メ
で
し
ょ
？

入
学
し
た
の
は
１
９
７
３

年
。
当
時
は
学
校
群
制
度
で
、

行
き
先
は
勝
手
に
振
分
け
ら
れ

選
べ
な
い
。
目
黒
、
広
尾
、
都

立
大
附
属
の
中
で
「
な
ん
か
名

前
が
一
番
カ
ッ
コ
い
い
じ
ゃ

ん
」
と
、
ロ
ク
な
予
備
知
識
も

な
く
ノ
コ
ノ
コ
や
っ
て
来
た
入

学
式
。

柿
の
木
坂
を
登
っ
て
大
学
の

門
か
ら
入
る
や
否
や
、
ま
ず
目

に
飛
び
込
ん
だ
の
は

至
る
所
に
乱
立
す

る
、
ペ
ン
キ
で
荒
々

し
く
書
き
殴
ら
れ

た
、
や
た
ら
カ
ク
カ

ク
し
た
漢
字
だ
ら
け

の
看
板
群
。『
造
反

有
理
』
っ
て
な
ん

だ
っ
け
？
お
お
っ
、
こ
れ
が
所

謂
『
タ
テ
カ
ン
』
っ
て
ヤ
ツ
か
！

こ
り
ゃ
ま
る
で
、
ニ
ュ
ー
ス
で

見
た
あ
の
『
安
田
講
堂
』
の
世

界
！
事
の
詳
細
は
分
か
ら
ず
と

も
、
小
５
な
が
ら
シ
ン
パ
シ
ー

を
感
じ
て
い
た
１
９
６
９
年
の

衝
撃
が
甦
る
。

  

「
す
げ
ぇ
ぞ
、
コ
コ
は
！
」

ち
ょ
っ
と
ビ
ビ
リ
つ
つ
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
を
進
む
と
、
ど
う

も
高
校
の
エ
リ
ア
に
入
っ
た
ら

し
く
、
式
典
を
待
つ
新
入
生
た

ち
が
ポ
ツ
ポ
ツ
見
え
て
き
た
。

そ
の
間
を
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
サ

ン
グ
ラ
ス
、
タ
オ
ル
で
顔
隠
し

た
先
輩
（
多
分
）
が
す
り
抜
け

て
行
く
。
半
ベ
ソ
で
親
に
す
が

り
つ
く
女
子
は
「
な
ん
で
広
尾
、

目
黒
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
！
」
と

訴
え
て
い
た
ん
だ
ろ
う
。

大
学
と
共
通
の
講
堂
で
行
わ

れ
た
入
学
式
は
、
先
輩
た
ち
の

ヤ
ジ
が
飛
び
交
い
、
終
い
に
壇

上
の
校
長
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
が
飛
び
交
い
、
式
辞
も
そ

こ
そ
こ
、
校
長
は
そ
そ
く
さ
と

退
場
し
た
。

ピ
ー
ク
は
過
ぎ
た
と
は
い
え

学
園
紛
争
の
爪
痕
が
残
る
『
自

由
と
自
治
』
の
キ
ャ
ン
パ
ス
。

「
新
入
生
諸
君
！
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
ま
す
！
」

え
っ
？
今
、
授
業
中
な
ん
だ
け

ど
。
突
然
登
場
し
た
先
輩
が
、

授
業
を
中
断
、『
主
体
的
自
治
の

危
機
』
を
滔
々
と
熱
弁
す
る
。

か
た
や
軟
派
な
先
輩
た
ち

は
、『
ポ
パ
イ
』『
Ｍ
Ｃ
シ
ス

タ
ー
』
ば
り
の
Ｉ
Ｖ
ル
ッ
ク
で

キ
メ
て
登
校
し
て
く
る
。
ロ
ン

　

厄
介
な
の
は
、
噴
火
が
始
ま

る
ま
で
ど
の
よ
う
な
規
模
の
噴

火
に
な
る
の
か
、
ま
た
溶
岩
流

を
出
す
よ
う
な
噴
火
な
の
か
、

爆
発
的
な
噴
火
に
な
る
の
か
さ

え
分
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。
さ

ら
に
、
首
都
圏
に
火
山
灰
が
届

く
よ
う
な
大
き
な
噴
火
に
な
る

か
ど
う
か
は
、
噴
火
開
始
後
30

分
以
上
経
過
し
な
い
と
判
定
で

き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、
分
か
ら
な
い

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
将
来

噴
火
す
る
こ
と
だ
け
は
確
実
な

の
で
、
今
か
ら
万
一
に
備
え
た

準
備
が
必
要
で
す
。
国
や
自
治

体
の
レ
ベ
ル
で
は
対
策
の
検
討

が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
個
人
レ

ベ
ル
で
は
、
交
通
シ
ス
テ
ム
の

復
旧
を
待
つ
間
の
水
や
食
料
の

備
蓄
が
必
要
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に
、
津

波
で
通
行
不
可
能
に
な
っ
た
東

北
日
本
の
道
路
の
警
戒
に
当

た
っ
た
国
交
省
東
北
地
方
整
備

局
の
「
備
え
た
こ
と
し
か
役
に

立
た
な
か
っ
た
。
備
え
た
こ
と

は
十
分
で
は
な
か
っ
た
」
と
い

う
言
葉
を
噛
み
し
め
て
、
い
つ

か
起
こ
る
災
害
に
備
え
る
こ
と

が
火
山
大
国
と
言
わ
れ
る
日
本

に
住
む
我
々
に
と
っ
て
必
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

毛
ロ
ン
ド
ン
ブ
ー
ツ
の
グ
ラ
ム

ロ
ッ
カ
ー
ま
で
い
る
！

昼
休
み
、
ど
こ
か
ら
か
響
い

て
く
る
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
の
音
に

引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
く
と
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
横
に
張
り
付
い
た
、

ち
っ
こ
い
円
形
の
『
自
治
会
館
』

に
た
ど
り
着
い
た
。
ま
だ
エ
レ

キ
は
不
良
の
時
代
。
放
射
線
状

に
ぐ
る
り
と
、
小
汚
い
部
活
の

部
室
が
並
ん
で
い
る
。
エ
レ
キ

は
『
新
聞
部
』
の
扉
の
中
で

鳴
っ
て
い
た
。
恐
る
恐
る
覗
く

と
、「
お
う
、
入
れ
よ
」
と
ロ
ン

毛
強
面
な
わ
り
に
は
、
や
け
に

フ
ラ
ン
ク
な
声
の
主
が
迎
え
入

れ
て
く
れ
た
。
埃
ま
み
れ
の
ド

ラ
ム
や
ア
ン
プ
、
ガ
リ
版
刷
り

機
、
床
に
転
が
っ
た
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
書
き
か
け
の
タ
テ
カ
ン
、

壁
に
『
ジ
ャ
ズ
研
』
の
殴
り
書

き
。
さ
す
が
授
業
中
は
ま
ず
い

が
、
そ
れ
以
外
は
音
出
し
問
題

ナ
シ
。
最
初
は
お
っ
か
な
び
っ

く
り
、
程
な
く
し
て
入
り
浸
る

よ
う
に
な
る
。

入
学
の
興
奮
・
混
乱
が
収
ま

ら
ぬ
ま
ま
『
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
』

の
運
営
準
備
と
練
習
が
、
こ

れ
ま
た
授
業
を
削
っ
て
始
ま

り
、
い
や
全
校
あ
げ
て
三
日
間

も
や
る
運
動
会
自
体
が
ビ
ッ
ク

リ
だ
っ
た
け
ど
、
こ
れ
が
結
構

な
盛
り
上
が
り
で
エ
ラ
イ
楽
し

か
っ
た
。
そ
の
余
韻
で
通
常
の

登
校
パ
タ
ー
ン
も
定
ま
ら
ぬ
ま

ま
夏
休
み
に
突
入
。
休
み
が
明

け
る
と
、
も
は
や
秋
の
『
記
念

祭
』
モ
ー
ド
に
切
り
替
わ
っ
て

い
っ
た
。『
ジ
ャ
ズ
研
』
で
教
室

を
一
つ
丸
々
使
い
、
三
日
間
演

奏
す
る
と
い
う
。「
お
前
ら
も
前

座
で
出
し
て
や
る
」
と
出
番
が

回
っ
て
来
た
。「
お
前
ら
の
バ
ン

ド
名
は
一
年
ボ
ー
イ
ズ
な
」
と

言
わ
れ
、
そ
い
つ
は
あ
ん
ま
り

だ
、
考
え
て
来
ま
す
と
食
い
下

が
り
、
つ
け
た
名
前
が
『
子
供

ば
ん
ど
』
だ
っ
た
。

記
念
祭
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
、
最
終
日
の
フ
ァ
イ
ア
ー
に

火
が
入
っ
た
。「
♪
あ
～
ぁ
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
～
」
と

か
「
吹
き
す
さ
ぶ
～
耐
え
て
行

こ
う
祖
国
の
土
と
～
♪
」
と
か
、

古
臭
ぇ
歌
だ
な
と
思
っ
て
た
の

が
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
、
先
輩
と

肩
を
組
み
、
闇
に
燃
え
上
が

る
フ
ァ
イ
ア
ー
に
照
ら
さ
れ
、

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り
返

す
う
ち
、
え
も
言
わ
れ
ぬ
高
揚

感
に
包
ま
れ
た
。

怒
涛
の
記
念
祭
を
体
験
し
、

イ
ッ
パ
シ
の
『
反
体
制
ロ
ッ

カ
ー
』
気
取
り
で
、
学
年
を
終

え
る
頃
に
は
、
勉
学
の
方
は
よ

り
一
層
あ
さ
っ
て
に
な
り
、
音

楽
に
夢
中
に
な
っ
て
い
っ
た
。

翌
二
年
に
な
っ
た
学
園
祭
シ
ー

ズ
ン
は
、
同
学
区
の
青
山
や
千

歳
高
校
の
ス
テ
ー
ジ
に
も
潜
り

込
ん
だ
。

た
だ
そ
れ
で
も
、
人
並
み
の

高
校
生
活
も
ち
ゃ
っ
か
り
と
、

人
数
合
わ
せ
で
バ
レ
ー
部
に
在

籍
、
修
学
旅
行
も
ち
ゃ
ん
と

行
っ
た
し
、『
旭
べ
』
の
フ
ル
ー

ツ
パ
ン
も
大
好
物
だ
っ
た
。

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
代
返
に
助

け
ら
れ
、
な
ん
と
か
欠
時
を
ク

リ
ア
し
て
卒
業
。
そ
の
後
も
続

け
た
バ
ン
ド
で
、
な
ん
と
か

ラ
ッ
キ
ー
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
都
高
の
三
年

じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
、
と
っ
く
に

完
全
ド
ロ
ッ
プ
し
て
ま
し
た
。

　
『
体
制
を
疑
え
』　

ま
さ
か

半
世
紀
も
た
っ
た
今
、
再
び
こ

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
こ
れ
ほ
ど
必
要
に

な
っ
て
来
る
と
は
。『
自
由
と

自
治
』
の
バ
ト
ン
の
引
き
継
ぎ
。

や
り
逃
げ
は
で
き
な
い
っ
す

ね
。

寄 稿

ア
ウ
ト
ロ
ー

現在

大友光悦氏と

高校時代

2022年（令和４年）6月30日　　        東 京 都 立 大 学 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 報

う
じ
き
つ
よ
し（
氏
木  

毅
）・
26
期
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私
が
当
時
最
難
関
と
い
わ
れ

た
七
年
制
府
立
高
等
学
校
尋
常

化
科
に
入
学
し
た
の
は
昭
和
19

年
で
し
た
。〔
写
真
１
〕
の
よ
う

な
立
派
な
学
校
で
、
周
囲
は
森
・

林
・
畑
、
住
宅
は
木
造
建
で
し

た
。
戦
時
中
で
あ
っ
て
も
学
校

に
は
自
由
で
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

校
風
が
あ
り
ま
し
た
。
教
練
の

時
小
出
大
佐
（
コ
タ
イ
）
は
運

動
場
に
軍
刀
を
忘
れ
た
り
、
軍

国
主
義
で
あ
っ
て
も
自
由
と
自

治
の
精
神
は
あ
り
ま
し
た
。
当

時
の
佐
々
木
順
三
校
長
は
、
昭

和
19
年
７
月
に
サ
イ
パ
ン
島
全

滅
後
の
朝
礼
で
「
日
本
は
負
け

る
。
こ
れ
か
ら
激
変
が
く
る
だ

ろ
う
が
諸
君
は
惑
わ
さ
れ
ず
真

理
の
探
求
の
た
め
学
問
に
励
め
。

学
問
は
自
由
な
発
想
で
自
由
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
訓
話

さ
れ
ま
し
た
。　

　

昭
和
20
年
３
月
と
５
月
に
東

京
大
空
襲
、疎
開
、８
月
に
敗
戦
、

９
月
か
ら
学
校
は
再
開
さ
れ
ま

し
た
が
、
東
京
は
食
べ
る
物
も

な
い
た
め
私
は
休
学

し
、
21
年
４
月
に
復

学
し
ま
し
た
。
ク
ラ

ス
も
休
学
生
が
多
く

二
学
年
合
併
で
の
授

業
。
皆
腹
を
空
か
せ

て
い
ま
し
た
。
し
か

し
ア
ル
バ
イ
ト
等
で

猛
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
噴
出
し
、
音
楽
熱
、

演
劇
熱
等
が
記
念
祭

時
以
外
に
も
吹
き
出

し
ま
し
た
。
テ
ニ
ス

部
主
催
で
の
レ
オ
ニ

ー
ド
・
ク
ロ
イ
ツ
ァ

ー
の
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
〔
写

真
２
〕、
同
窓
会
主
催
で
「
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

ソ
ナ
タ
全
曲
連
続
演
奏
会
」
が

巖
本
真
理
・
野
辺
地
瓜
丸
で
３

回
、
音
楽
部
は
日
比
谷
公
会
堂

で
日
響
（
Ｎ
響
の
前
身
）
特
別

演
奏
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
文
化
研
究
会
を
約
１
か

月
間
、
他
校
生
徒
・
一
般
市
民

な
ど
多
数
の
聴
講
生
に
大
好
評

で
し
た
。　
　

　

ま
た
演
劇
活
動
が
盛
ん
で
、

「
シ
ラ
ノ
・
ド
・
ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ

ク
」、「
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
」（
尋

常
科
劇
）、「
ア
ル
ル
の
女
」、「
地

平
の
彼
方
」（
尋
常
科
劇
）
等
々

が
記
念
祭
で
上
演
さ
れ
て
お
り

ま
す
。〔
写
真
３
〕

　

し
か
し
女
性
の
出
演
は
な
く
、

劇
中
の
女
性
は
都
立
（
注
）
の

男
性
で
し
た
。
尋
常
科
で
は
自

由
に
な
っ
た
時
代
に
お
か
し
い
、

女
性
を
探
そ
う
と
女
子
高
と
交

渉
。
桜
町
高
女
の
演
劇
部
の
先

生
が
〝
都
立
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ

う
”
と
３
名
の
演
劇
部
の
女
性

を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

  

　
〔
写
真
４
〕
の
女
性
３
名
が

「
地
平
の
彼
方
」
の
出
演
者
で
す
。

高
等
科
の
人
達
が
羨
み
、
貸
し

て
く
れ
と
せ
が
ま
れ
ま
し
た
。

　

次
の
〔
写
真
５
〕
は
そ
ろ
そ

ろ
卒
業
も
近
く
な
っ
た
頃
、
学

校
出
入
り
の
写
真
屋
さ
ん
が
撮

影
し
た
も
の
で
す
。
場
所
は
プ

ー
ル
か
ら
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
移

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

昭
和
24
年
４
月
１
日
都
立
大

学
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
年
の
12

月
20
日
、
都
立
の
校
名
は
東
京

都
立
大
学
附
属
高
等
学
校
と
改

称
さ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

体
育
館
、
図
書
館
な
ど
は
大
学

管
理
下
で
共
用
と
な
り
、
や
が

て
高
校
は
木
造
の
校
舎
に
移
転

と
な
り
ま
し
た
。
多
く
は
都
立

大
学
の
も
の
を
使
わ
せ
て
も
ら

う
だ
け
と
な
り
、
附
属
高
校
生

は
今
ま
で
の
自
分
た
ち
の
も
の

を
新
大
学
に
と
ら
れ
た
と
い
う

感
覚
と
な
り
、
不
満
に
耐
え
ら

れ
な
い
者
は
「
都
立
高
校
附
属

大
学
」
な
ど
と
い
い
、
新
入
の

都
立
大
学
生
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が

起
こ
り
、
鉄
拳
を
み
る
に
い
た

り
ま
し
た
。　

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
、

大
学
は
八
王
子
・
南
大
沢
に
移

り
、
我
々
に
と
っ
て
懐
か
し
い

正
門
の
一
部
と
八
雲
が
丘
記
念

碑「
燦
燦
」が
残
る
に
と
ど
ま
り

ま
し
た
。〔
写
真
６
〕「
サ
ン
サ
ン
」

の
小
さ
な
も
の
は
桜
修
館
の

東
側
に
も
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

　
（
注
）
旧
制
時
代
の
最
後
の
正

式
校
名
が
「
都
立
高
等
学
校
」

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
制
の
附

属
高
校
に
な
っ
て
か
ら
も
生
徒

は
母
校
を
「
都
立
」
と
称
し
た
。

寄 稿

戦
中
戦
後
の
母
校

内
野
滋
雄
・
１
期

❶

❷

❹

⑤

⑥

❸
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私
た
ち
７
期
B
組
は
２
、３

年
の
時
に
同
じ
ク
ラ
ス
で
過
ご

し
た
仲
間
で
す
。
集
ま
っ
て
何

か
す
る
の
が
好
き
で
、
弁
当
を

食
べ
る
と
き
は
よ
く
プ
ー
ル
の

見
え
る
草
原
で
集
ま
っ
て
食
べ

ま
し
た
。
昼
休
み
に
は
男
子
だ

け
で
し
た
が
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
や
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
傾
向
は
ク
ラ
ス
の

中
の
ク
ラ
ス
ノ
ー
ト
に
も
表
れ

て
い
ま
し
た
。
誰
か
が
何
か
書

き
た
い
こ
と
が
あ
る
と
書
き
、

そ
れ
を
次
の
誰
か
に
渡
し
て
、

ま
た
別
の
こ
と
を
書
く
。
誰
か

が
書
い
た
こ
と
に
野
次
を
書
き

込
む
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
同
意

し
た
り
反
論
し
た
り
様
々
で
し

た
。
こ
れ
は
卒
業
後
も
し
ば
ら

く
続
き
全
部
で
23
号
（
冊
）
ま

で
行
っ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
が
、

実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
誰
も

知
り
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
の
作

品
が
散
逸
し
て
し
ま
い
、
誰
が

持
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

ク
ラ
ス
ノ
ー
ト
の
他
に
文
集
も

作
り
ま
し
た
。
一
冊
は
在
学
中

に
作
り
、
も
う
一
冊
は
卒
業
後

数
年
し
て
作
り
ま
し
た
。
草
原

で
一
緒
に
歌
う
た
め
歌
集
も
作

り
ま
し
た
。

　

集
ま
る
の
が
好
き
で
し
た
か

ら
、
卒
業
後
も
コ
ン
パ
と
称
し

て
日
曜
日
の
午
後
に
元
の
教
室

に
集
ま
り
ま
し
た
。 

ど
の
く

ら
い
の
頻
度
だ
っ
た
か
は
忘
れ

ま
し
た
が
、
男
女
と
も
に
集
ま

り
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
と
グ
ラ

ン
ド
に
出
て
男
子
は
ソ
フ
ト
を

し
て
遊
び
ま
し
た
。
た
ま
に
ハ

イ
キ
ン
グ
に
も
行
き
ま
し
た
。

一
年
で
春
秋
二
回
行
っ
た
よ
う

に
記
憶
し
て
い
ま
す
。
こ
う
や

っ
て
集
ま
っ
て
遊
ぶ
の
が
好
き

な
ク
ラ
ス
で
し
た
が
、
卒
業
後

３
年
、
４
年
と
た
つ
と
流
石
に

そ
れ
ぞ
れ
今
自
分
が
い
る
場
の

方
が
忙
し
く
な
っ
て
き
て
、
い

つ
し
か
集
ま
り
も
途
絶
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

個
別
に
は
そ
の
後
も
顔
を
合

わ
せ
、
旅
行
、
登
山
を
し
た
り

飲
み
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
が
、
ク
ラ
ス
で
集
ま
る
こ
と

は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
が
復
活
し
た
の
は
60
歳
過

ぎ
て
定
年
を
迎
え
、
暇
な
時
間

を
取
り
戻
し
て
か
ら
で
し
た
。

２
０
０
１
年
11
月
に
久
し
ぶ
り

の
ク
ラ
ス
会
を
開
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
再
会
し
た
有
志
数
人
が

ち
ょ
く
ち
ょ
く
飲
み
会
を
開
く

よ
う
に
な
り
、
そ
の
中
で
も
う

一
度
昔
の
ク
ラ
ス
ノ
ー
ト
を
や

ろ
う
か
と
計
画
を
始
め
ま
し
た
。

ノ
ー
ト
を
回
す
の
は
時
代
に
そ

ぐ
わ
な
い
の
で
、
ま
だ
ラ
イ
ン

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
も
な
い
時

代
で
し
た
の
で
、
掲
示
板
を
使

っ
て
再
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
卒
業
時
50
名
い
た
仲
間
で
、

故
人
が
７
名
、
連
絡
先
不
明
が

４
名
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
公

開
し
て
な
い
人
５
名
を
除
き
メ

ー
ル
で
連
絡
可
能
な
人
34
名
に

掲
示
板
の
ア
ク
セ
ス
先
を
連
絡

し
、
い
つ
で
も
見
て
も
ら
え
る

状
態
に
し
ま
し
た
。
以
後
そ
れ

を
使
っ
て
、
す
べ
て
の
会
合
を

掲
示
し
ま
し
た
。
ま
た
昔
や
っ

て
い
た
ハ
イ
キ
ン
グ
も
規
模
を

変
え
て
軟
弱
散
歩
と
し
て
復
活

さ
せ
、
そ
れ
も
す
べ
て
掲
示
板

で
連
絡
し
ま
し
た
。
掲
示
板
を

見
た
人
な
ら
い
つ
で
も
誰
で
も

ふ
ら
っ
と
参
加
で
き
る
、
昔
や

っ
て
い
た
よ
う
な
集
ま
り
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
始
め
て
か
ら
18
年
に

な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
企
画
し

た
集
ま
り
は
、
飲
み
会
を
筆
頭

に
、
軟
弱
散
歩
、
ラ
ン
チ
会
、

旅
行
、
美
術
館
・
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
参
観
、
メ
ン
バ
ー
の
発
表

会
（
ピ
ア
ノ
・
絵
画
・
歌
唱
な
ど
）、

ク
ラ
ス
会
な
ど
正
確
な
記
録
は

あ
り
ま
せ
ん
が
二
百
回
を
超
え

ま
し
た
。

　

参
加
者
も
正
確
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
掲
示
板
へ
の
書
き
込

み
を
し
た
人
は
31
名
、
何
か
の

集
ま
り
に
参
加
し
た
人
は
35
名

で
し
た
。
感
動
的
だ
っ
た
の
は
、

足
が
不
自
由
に
な
っ
た
Ｓ
君
を

近
く
に
住
ん
で
い
る
別
の
Ｓ
君

が
寄
り
添
っ
て
渋
谷
の
飲
み
会

に
連
れ
て
き
て
く
れ
た
こ
と
で

す
。
ま
た
、
今
振
り
返
れ
ば
そ

の
後
３
年
で
死
を
迎
え
る
こ
と

に
な
っ
た
Ｈ
君
が
ピ
ア
ノ
発
表

会
で
披
露
し
た
「
月
光
」
ソ
ナ
タ

も
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
楽
し
く
や
っ
て

き
た
会
合
に
重
大
な
障
害
が
立

ち
ふ
さ
が
り
ま
し
た
。
足
掛
け

三
年
に
な
る
コ
ロ
ナ
感
染
で

す
。
こ
れ
の
せ
い
で
後
期
高
齢

者
の
我
々
は
対
面
で
の
集
ま
り

が
出
来
な
く
な
り
楽
し
み
は
大

幅
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
掲
示

板
の
活
動
も
低
調
に
な
り
ま
し

た
。
運
営
の
中
心
に
い
た
松
谷

雅
二
君
は
そ
の
頃
、
昔
の
高
校

生
活
の
残
り
物
を
整
理
し
始
め

ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
出
て
き

た
も
の
を
最
後
に
ご
披
露
し
ま

す
。
私
た
ち
は
３
年
生
の
記
念

祭
で
演
劇
を
や
め
て
教
室
で
の

展
示
を
も
っ
て
参
加
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
記
念
祭
と
言
え

ば
講
堂
で
演
劇
と
い
う
の
が
常

識
だ
っ
た
時
代
、
相
当
ユ
ニ
ー

ク
な
ク
ラ
ス
で
し
た
。
展
示
の

タ
イ
ト
ル
は
「
私
た
ち
の
生
活

と
意
見
」。
当
時
は
や
り
の
伊

藤
整
の
パ
ク
リ
で
す
が
、
自
己

を
見
直
し
、
卒
業
を
控
え
、
各

自
の
進
路
を
見
つ
め
つ
つ
い
か

に
今
を
生
き
る
か
を
問
う
画
期

的
な
作
品
で
し
た
。
そ
こ
で
自

分
た
ち
だ
け
で
な
く
、
教
師
の

棚
卸
を
し
た
も
の
で
し
た
。
そ

れ
が
60
年
以
上
た
っ
て
、
客
寄

せ
に
使
っ
た
懐
か
し
い
恩
師
の

似
顔
絵
と
と
も
に
発
掘
さ
れ
ま

し
た
。
松
谷
君
制
作
。
左
か
ら
、

三
浦
亀
吉
、柴
田
孝
夫
、綱
島
窈
、

萱
本
正
夫
の
諸
先
生
で
す
。

　

低
調
な
日
々
は
続
い
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
が
去
っ
た
暁
に

は
、
ま
た
昔
の
よ
う
な
交
流
を

続
け
た
い
と
待
ち
望
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
間
有
志
の
み
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
リ
モ
ー

ト
の
会
合
で
時
々
顔
を
合
わ
せ

て
細
々
と
交
流
の
火
種
を
守
っ

て
い
ま
す
。
リ
モ
ー
ト
参
加
可

能
な
方
は
、
掲
示
板
に
そ
の
旨

ご
連
絡
下
さ
い
。
こ
れ
を
も
っ

て
７
期
B
組
の
活
動
報
告
と
い

た
し
ま
す
。

http：// yagumokai.org

寄 稿

７
期
Ｂ
組
の
活
動
毛
里
興
三
郎
・
７
期

2022年（令和４年）6月30日　　        東 京 都 立 大 学 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 報
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私
た
ち
二
期
生
は
、
日
本
が

世
界
大
戦
に
敗
れ
た
翌
年
―

一
九
四
六
年
の
春
、
旧
制
都
立

高
等
学
校
尋
常
科
に
一
年
生
と

し
て
入
学
し
た
、
男
子
の
み
の

百
二
十
名
が
母
体
だ
。

　

占
領
軍
の
指
示
に
よ
る
学
制

大
改
革
の
中
で
旧
制
高
校
は
潰

さ
れ
、
私
た
ち
を
最
後
に
、
都

立
高
校
尋
常
科
の
生
徒
募
集
は

行
わ
れ
ず
、
三
年
後
に
は
私
た

ち
の
学
ん
で
い
る
学
校
の
校
名

も
都
立
大
学
附
属
高
校
と
変
わ

り
、
そ
こ
に
、
男
女
共

学
の
実
績
作
り
と
し
て

女
生
徒
二
十
数
名
が
加

わ
り
、
そ
の
百
四
十
数

名
が
新
制
都
立
大
学

附
属
高
校
二
期
生
と
し

て
、
一
九
五
二
年
春
に

卒
業
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
今
、
八
十
八

歳
を
迎
え
た
同
期
生
の

確
か
な
生
存
者
は
六
十

数
名
で
、
往
時
の
半
分

に
も
満
た
な
い
。
し
か

も
私
に
と
っ
て
は
、
掛

け
替
え
の
な
い
親
友
、

競
い
合
っ
た
楽
し
い
思
い
出
を

共
有
す
る
懐
か
し
い
友
の
多
く

が
、
次
々
と
こ
の
世
を
去
っ
て

し
ま
い
、
淋
し
く
、
空
し
く
、

苦
し
い
・
・
・
困
っ
た
。

　

作
秋
は
、
同
期
の
生
き
残
っ

て
い
る
者
が
集
い
、
米
寿
の
祝

宴
を
開
く
べ
き
だ
っ
た
の
だ
が
、

コ
ロ
ナ
の
騒
ぎ
で
そ
れ
も
叶
わ

ず
、
そ
れ
で
は
と
、
寄
せ
書
き

を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
四
十
名
に

近
い
同
期
の
爺
婆
か
ら
、
喜
び

や
反
省
、
悔
悟
や
自
慢
の
数
々

が
集
ま
っ
た
。

　

往
時
の
優
等
生
、
学
生
運
動

活
動
家
、
運
動
場
の
ヒ
ー
ロ
ー
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
色
男
、
本
屋
の

万
引
き
上
手
、
上
級
生
が
覗
き

に
来
た
噂
の
天
才
美
少
女
・
・
・
。

　

筆
者
、
そ
れ
ぞ
れ
の
辿
っ
て

き
た
人
生
を
誇
る
者
、
自
ら
の

悲
運
を
そ
し
て
力
不
足
を
悔
い

る
者
、
予
期
せ
ぬ
老
い
を
嘆
く

者
、
訳
の
分
か
ら
ん
こ
と
を
訴

え
る
者
、
も
は
や
喜
怒
哀
楽
の

感
情
さ
え
超
越
し
た
ら
し
い
者
、

　

１
９
９
５
年
９
月
11
日
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
航
空
５
５
６
便
が

ウ
ィ
ー
ン
に
到
着
し
た
と
き
、

そ
れ
は
突
然
の
出
会
い
で
し
た
。

　

乗
客
が
一
斉
に
立
っ
て
降
り

る
準
備
に
入
っ
た
時
で
す
。
前

列
の
左
端
の
乗
客
が
客
室
乗
務

員
に
ド
イ
ツ
語
で
話
し
か
け
て

い
ま
し
た
。
そ
の
姿
が
彼
で
は

な
い
か
と
と
て
も
気
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
こ
で
声
を
掛
け

な
け
れ
ば
一
生
後
悔
す
る
。

　

私
た
ち
は
結
婚
25
年
記
念
の

旅
行
で
こ
の
便
に
乗
っ
て
い
ま

し
た
。
声
を
掛
け
た
ら
や
っ
ぱ

り
保
岡
君
で
し
た
。

　

高
校
卒
業
後
33
年
、
そ
の
間

に
一
度
も
会
っ
て
い
な
い
私
達

で
す
。
彼
は
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
乗

り
継
ぎ
便
待
ち
、
私
た
ち
は
予

約
し
た
ホ
テ
ル
に
行
く
だ
け
で

時
間
に
余
裕
が
あ
り
ま
し
た
。

　

飛
行
場
の
カ
フ
ェ
に
入
り
ビ

ー
ル
で
乾
杯
、
近
況
や
友
人
た

ち
の
情
報
交
換
で
瞬
く
間
に
時

間
が
経
ち
、
ク
ラ
ス
会
の
幹
事

は
私
が
引
き
受
け
ま
し
た
。
そ

の
３
年
前
に
ク
ラ
ス
の
幹
事
役

だ
っ
た
西
田
君
が
、
一
度
も
ク

ラ
ス
会
を
開
催
す
る
こ
と
な
く
、

ク
ラ
ス
で
一
番
先
に
48
歳
で
他

界
し
て
い
ま
し
た
。

　

旅
行
か
ら
帰
っ
て
、
卒
業
生

名
簿
か
ら
海
外
以
外
の
ほ
ぼ
全

員
と
連
絡
を
と
り
ま
し
た
。
そ

の
中
で
残
念
な
の
は
こ
の
年
の

４
月
に
御
手
洗
君
、
５
月
に
は

出
原
君
と
二
人
も
相
次
い
で
亡

く
な
っ
て
い
た
事
で
す
。

寄 稿

米
寿
の
寄
せ
書
き

吉
松
安
弘
・
２
期

寄 稿

12
期
C
組
の
ク
ラ
ス
会

小
倉
忠
博
・
12
期

そ
し
て
、
九
十
歳
を
目
前
に
し

た
老
人
ら
し
く
、
身
の
回
り
を

整
え
、
前
途
に
迷
い
騒
ぐ
こ
と

も
無
く
、
そ
れ
な
り
の
思
惑
、

そ
れ
な
り
の
諦
念
を
定
め
て
、

大
自
然
へ
の
回
帰
を
待
つ
ら
し

い
多
く
の
者
・
・
・
。

　

不
老
長
寿
の
果
実
を
探
し
に

出
た
人
間
も
、
居
な
い
ら
し
い

の
が
残
念
だ
。
ヒ
ン
ト
で
も
見

つ
か
れ
ば
、
俺
も
お
手
伝
い
を

し
て
、
あ
や
か
り
た
い
の
に
・・・
。

そ
う
八
十
八
が
何
だ
っ
て
云
う

ん
だ
！　

な
に
が
目
出
た
い
！

　

ま
だ
死
に
は
し
ね
ぇ
ぞ
！

　

二
期
卒
業
生
世
話
人

小
林
精
次
・
吉
松
安
弘

　

保
岡
君
が
野
球
部
だ
っ
た
の

で
、
部
の
仲
間
、
久
保
・
篤
・

藤
本
の
３
君
と
女
性
の
菊
地
（
旧

姓
）
さ
ん
と
５
人
で
ク
ラ
ス
会

開
催
の
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
12
月
３
日
に
初
の

ク
ラ
ス
会
を
「
ひ
の
や
」
で
開

催
。
男
子
18
名
女
子
８
名
が
参

加
。
担
任
の
鈴
木
寛
男
先
生
も

奥
様
を
同
伴
し
て
奈
良
か
ら
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
ク
ラ
ス
会

が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
何
度
か
ク
ラ
ス
会

も
同
期
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
に
は
何
時
も
女
性
の

参
加
者
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。
最
近
は
高
齢
と
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
不
安
な
要
素
が
生
じ
て

お
り
、
継
続
す
る
こ
と
に
は
不

安
が
あ
り
ま
す
。

旧
都
立
高
校
本
館

3.indd   12 2022/06/05   17:23
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今
や
84
歳
の
老
骨
で
す
が
、

高
校
生
の
時
の
思
い
出
は
鮮
明

で
す
。
社
会
の
喜
多
先
生
、
生

物
の
斉
先
生
、
英
語
の
綱
島
先

生
な
ど
名
物
先
生
の
思
い
出
が

沢
山
あ
り
ま
す
。
喜
多
先
生
か

ら
は
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
斉

先
生
に
は
生
物
の
面
白
さ
を
、

綱
島
先
生
に
は
優
し
い
英
語
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ

ら
は
み
ん
な
大
学
受
験
で
も
役

に
立
ち
ま
し
た
。
私
が
今
で
も

世
界
史
に
興
味
を
持
っ
て
い
る

の
は
喜
多
先
生
の
お
か
げ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。“
ぼ
ん
じ
”
先

生
と
い
う
漢
文
の
名
物
先
生
も

い
ま
し
た
。
漢
詩
が
今
で
も
好

き
な
の
は
先
生
の
手
ほ
ど
き
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

綱
島
先
生
に
は
、
私
の
結
婚

式
の
主
賓
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

優
し
い
先
生
で
し
た
。

　

先
生
方
は
授
業
の
は
じ
め
に

点
呼
を
取
る
の
で
す
が
、
生
徒

の
間
で
は
代
返
が
流
行
っ
て
い

ま
し
た
。
先
生
方
も
代
返
と
わ

か
っ
て
い
な
が
ら
、
黙
っ
て
見

逃
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
大

人
の
関
係
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
も
友
達
に
よ
く
代

返
し
て
も
ら
い
授
業
を
抜
け
出

し
ま
し
た
。
た
だ
抜
け
出
し
て

何
を
し
て
い
た
の
か
は
あ
ま
り

覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
単
に
ス
リ

ル
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

部
活
も
楽
し
い
思
い
出
の
ひ

と
つ
で
す
。
私
は
サ
ッ
カ
ー
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
夏
休

み
期
間
中
、
熱
海
に
あ
っ
た
学

校
の
寮
に
合
宿
し
て
練
習
に
明

け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
成

果
を
発
揮
す
べ
く
、
秋
の
国
体

の
前
哨
戦
に
臨
み
、
強
豪
チ
ー

ム
の
青
山
学
院
高
校
と
対
戦
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
結
果
は
コ

ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
の
惨
敗
で
し
た
。

情
け
な
い
や
ら
な
に
や
ら
、
今

で
も
そ
の
時
の
み
じ
め
さ
を
は

っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
そ
の
試
合
会
場
に
同

期
の
マ
ド
ン
ナ
が
応
援
に
来
て

い
ま
し
た
。
み
ん
な
大
い
に
喜

び
、
張
り
切
っ
て
戦
い
ま
し
た
。

し
か
し
あ
と
で
本
人
に
聞
い
た

の
で
す
が
、
彼
女
は
ボ
ー
イ
フ

レ
ン
ド
が
い
る
青
山
学
院
を
応

援
に
来
て
い
た
の
で
し
た
。

青
春
は
い
つ
の
時
代
も
甘
酸
っ

ぱ
い
も
の
で
す
ね
。
年
を
取
っ

て
か
ら
、
同
窓
会
で
そ
の
恨
み

を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
彼
女
は
彼

の
お
嫁
さ
ん
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
し
た
。

　

旧
制
府
立
＝
都
立
高
校
の
校

風
を
愛
し
、
長
い
年
月
に
亘
り

そ
の
寮
歌
を
歌
い
継
い
で
き
た

一
土
会
は
、
三
年
前
、
老
齢
の

会
員
が
次
々
と
亡
く
な
る
中
で

解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
少
々
前
か
ら
、
同

人
た
ち
の
想
い
を
語
る
冊
子
作

成
の
企
画
が
動
き
始
め
、
投
稿

を
募
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

解
散
と
共
に
文
集
の
企
画
も

頓
挫
し
た
の
で
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
、
集
ま
っ
て
い
る
原
稿
だ

け
で
も
出
版
し
て
ほ
し
い
と
の

声
が
上
が
り
、
府
川
・
吉
松
を

新
た
な
編
集
人
に
一
土
会
冊
子

を
発
行
、
関
係
諸
氏
に
披
露
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

冊
子
は
同
人
手
記
に
加
え
て
、

一
土
会
誕
生
と
解
散
の
様
相
、

全
旧
制
高
校
寮
歌
か
ら
の
人
気

曲
や
旧
制
都
立
高
校
寮
歌
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
選
出
、
な

ど
の
趣
向
を
も
添
え
、
ま
た
、

表
紙
に
は
、
釣
鐘
マ
ン
ト
に
白

線
帽
・
高
下
駄
の
旧
制
高
校
生
、

裏
表
紙
に
は
在
り
し
日
の
都
立

高
校
本
館
北
面
と
い
う
お
馴
染

み
の
イ
ラ
ス
ト
と
校
章
を
配
し
、

美
し
く
完
成
し
た
の
で
、
そ
の

成
果
を
、
皆
さ
ん
と
共
に
楽
し

み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ど
う
か
、
在
り
し
日
の
古
き
、

佳
き
、
お
し
ゃ
べ
り
を
味
わ
い
、

か
つ
て
の
教
養
主
義
、
バ
ー
バ

リ
ズ
ム
、
厳
し
い
エ
リ
ー
ト
意

識
を
想
い
、
懐
か
し
み
、
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
。

◆

　

旧
同
人
・
執
筆
者
と
そ
の

ご
遺
族
、
都
大
附
高
・
桜
修

館
の
関
係
者
に
は
冊
子
を
お

送
り
し
ま
し
た
。
ま
だ
残
部
が

あ
り
ま
す
の
で
、
興
味
が
お
あ

り
の
方
に
は
こ
の
同
人
誌
を
手

に
し
て
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

http：// yagumokai.org

寄 稿

高
校
時
代
の
思
い
出
片
岡
俊
郎
・
６
期

文
集「
懐
か
し
の
一
土
会
」

　
　

  

頒
布
の
お
知
ら
せ

１冊につき送料ともカンパ２,０００円です。
氏名・送り先・冊数を明記して下記まで
●お申し込み先
１８２-０００３  調布市若葉町 1-22-26 
吉松安弘（０３-３３００-１１８７）
●送金先　
三菱ＵＦＪ銀行　烏山支店・普通預金
口座番号  ００７１６３５　ヨシマツヤスヒロ

八雲が丘で歌い継
がれてきた名歌・名
曲の一部を収録し
たDVD。残部僅少
ですが販売いたし
ます。

＜ 収録内容 ＞
全編33分。歌詞・字幕つき
斉唱：校歌（嗚呼西山の）、學生歌（嗚呼烈誠
の）、學生歌（青春といふ）、文乙歌（いざ友）、
第五寮歌（紫の霞）、第八寮歌（春残更に）、新
制第１回記念祭歌（手をつなげ）、第２回（古きい
らか）、第７回（吹きすさぶ）、第17回（晩夏に
集う）、乾杯の歌
吹奏楽：校歌、學生歌（青春といふ）、文乙歌

頒布価格（送料とも） 1,500円
ご注文は、同窓会事務局まで郵送、
または同窓会ホームページContact欄から。
DVD到着後銀行振り込みにてご入金ください。

校歌・學生歌・寮歌・記念祭歌集
旧制時代の名曲も収録したDVD

2022年（令和４年）6月30日　　        東 京 都 立 大 学 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 報

3.indd   13 2022/06/05   17:23
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２０２０年度下期～２０２１年度の会議など
２月２８日	 ▶︎下期「理事・監事・評議員会議」 Zoom会議
５月１２日	 ▶︎２０２０年度会計監査
５月１５日	 ▶︎八雲が丘学友会
7月３１日	 ▶︎上期「理事・監事・評議員会議」 Zoom会議
９月４日	 ▶︎八雲が丘学友会
１２月１１日	▶︎八雲が丘学友会
２月２６日	 ▶︎八雲が丘学友会
３月６日	 ▶︎下期「理事・監事・評議員会議」 Zoom会議
　　　　     （１月３０日に予定された会議と、３月１４日に
　                   予定された会報編集委員会を併せて開催）
５月１２日	 ▶︎２０２１年度会計監査
５月１４日	 ▶︎八雲が丘学友会

 

２
０
２
１
年

 

２
０
２
２
年

 

「
同
窓
会
の
か
た
が
た
っ
て
な

ん
か
と
て
も
知
的
で
品
が
い
い

の
だ
な
ァ
！
」

 

一
昨
年
の
会
報
を
飾
っ
た
集
合

写
真
に
、
さ
る
佳
人
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
思
い
。
自
分
も
そ
の
隅

に
収
ま
っ
て
い
る
の
で
面
映
ゆ

い
が
、
何
度
も
読
み
返
し
て
い

る
。
吉
松
安
弘
さ
ん
（
２
期
）

の
著
書
『
旧
制
高
等
学
校
生
の

青
春
彷
徨
』（
彩
流
社
刊
）
の
中

で
、
昭
和
17
年
に
府
立
高
に
外

部
入
学
し
た
学
生
が
冒
頭
の
思

い
と
異
口
同
音
の
体
験
を
記
し

て
い
た
。
歳
月
を
経
て
の
佳
人

の
感
性
に
改
め
て
感
じ
入
っ
た
。

都
高
に
入
学
す
る
と
、「
自
治
と

自
由
」
が
伝
統
だ
と
教
わ
る
が
、

詳
細
を
聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。
吉
松
さ
ん
の
著
書
で
、
遅

れ
馳
せ
な
が
ら
学
ん
だ
。
昭
和

４
年
の
府
立
高
校
誕
生
か
ら
、

敗
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
政
策
で
廃

校
に
な
り
、
新
制
都
高
に
至
る

高
史
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　

八
雲
が
丘
の
俊
英
た
ち
と
、

心
あ
る
校
長
や
教
師
た
ち
は
、

軍
事
体
制
が
強
ま
る
な
か
で
も
、

「
自
治
と
自
由
」
を
守
ろ
う
と
抗

っ
た
。
口
先
だ
け
で
は
な
い
言

動
の
立
派
さ
。
校
長
や
教
師
と

学
生
た
ち
と
の
信
頼
関
係
は
羨

む
ば
か
り
だ
。

　

も
う
一
冊
、
福
原
和
子
さ
ん

（
５
期
）
の
『
目
ざ
め
ゆ
く
心
Ⅱ
』

（
ペ
ン
ネ
ー
ム
安
曇
野
和
子
、
文

芸
社
刊
）
で
は
、
戦
後
、
女
子

学
生
を
受
け
入
れ
て
か
ら
間
も

な
い
、
新
制
都
高
の
日
々
が
描

か
れ
て
い
る
。
13
期
後
輩
の
私

た
ち
に
置
き
換
え
て
も
不
思
議

で
は
な
い
ほ
ど
共
感
す
る
と
こ

ろ
が
多
く
、
こ
れ
が
「
同
窓
」

な
の
だ
と
思
っ
た
。
私
の
在
校

中
、
学
校
群
制
度
実
施
を
控
え

た
時
期
に
、「
都
高
に
守
る
べ
き

伝
統
な
ど
あ
る
の
か
、
そ
ん
な

も
の
は
ぶ
ち
壊
せ
」
と
い
う
者

が
い
た
。
あ
の
と
き
、「
伝
統
」

を
語
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

私
に
、
こ
の
二
冊
が
欲
し
か
っ

た
。

　

豊
穣
の
７
年
間
こ
そ
な
か
っ

た
が
、
伝
統
の
春
の
ク
ラ
ス
マ

ッ
チ
や
、
秋
の
記
念
祭
が
終
わ

れ
ば
、
広
大
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
故

に
可
能
で
あ
っ
た
フ
ァ
イ
ヤ
ー

だ
。
積
み
上
げ
ら
れ
た
木
材
は

小
山
の
よ
う
で
、
炎
に
火
照
っ

た
肌
に
放
水
が
心
地
よ
く
、
寒

い
年
の
放
水
に
は
震
え
な
が
ら
、

寮
歌
や
学
生
歌
を
歌
い
「
反
戦

平
和
」
を
叫
び
、
ロ
シ
ア
民
謡

の
よ
う
に
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
」
を
歌
っ
た
闇
。「
泥
田
」

を
か
き
回
し
た
よ
う
な
靴
や
ト

レ
パ
ン
に
は
、
ど
の
家
も
大
迷

惑
を
被
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
洗

濯
機
に
入
れ
ら
れ
ず
、
手
で
洗

っ
て
い
た
母
に
は
、
今
で
も
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

　

受
験
を
意
識
し
な
い
二
期
制

の
授
業
は
、
誰
言
う
と
も
な
く

大
学
並
み
だ
と
。
実
際
、
野
村

精
一
先
生
（
国
文
学
・
１
年
時

担
任
）
や
、
黒
羽
清
隆
先
生
（
日

本
史
・
２
・
３
年
）
を
は
じ
め
、

多
く
の
先
生
方
が
大
学
教
授
に

な
ら
れ
て
い
た
。

　

私
は
ノ
ン
ビ
リ
し
た
ま
ま
、

昭
和
43
年
に
卒
業
し
、「
都
高
分

室
」
の
感
が
あ
っ
た
市
ヶ
谷
の

予
備
校
経
由
で
大
学
へ
。
大
学

２
～
３
年
の
頃
、「
旧
制
高
校
寮

歌
祭
」
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
。

北
杜
夫
の
世
界
を
彷
彿
と
さ
せ

る
破
帽
弊
衣
、
校
旗
を
手
に
し

た
全
国
の
Ｏ
Ｂ
た
ち
、
中
に
は

酒
瓶
を
抱
え
な
が
ら
高
歌
放
吟
。

都
高
も
登
場
し
た
が
、
私
に
は

「
現
役
の
曲
」
だ
っ
た
の
で
妙
な

気
が
し
た
。

　

大
学
で
は
立
看
板
が
屏
風
の

よ
う
に
林
立
し
、
ア
ジ
演
説
の

騒
音
と
学
内
デ
モ
、
投
石
や
内

ゲ
バ
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

大
学
時
代
の
思
い
出
に
と
参
加

し
た
名
物
行
事
「
百
キ
ロ
ハ
イ

ク
」
で
、
脱
落
寸
前
の
未
明
に
、

私
を
支
え
て
く
れ
た
主
催
団
体

の
学
生
は
、
後
に
逆
バ
リ
ケ
ー

ド
中
の
学
内
で
リ
ン
チ
殺
害
さ

れ
た
。
報
道
で
、
母
の
手
一
つ

で
育
て
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
、

涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
こ
の

時
期
、
都
高
も
相
当
に
荒
れ
た

と
聞
く
が
想
像
が
つ
か
な
い
。

　

時
は
過
ぎ
、
都
立
大
学
が
八

王
子
に
移
転
、
八
雲
が
丘
の
景

色
は
一
変
し
た
。
府
立
高
校
に

続
き
、
ま
さ
か
都
高
も
廃
校
に

な
る
と
は
。
旧
制
以
来
の
校
章
・

校
旗
・
校
歌
は
、
新
設
の
中
高

一
貫
制
の
桜
修
館
中
等
教
育
学

校
に
受
け
継
が
れ
る
。
桜
修
館

の
彼
・
彼
女
ら
は
幼
く
見
え
る

が
、
鳥
屋
尾
史
郎
前
学
校
長
か

ら
、
教
え
た
わ
け
で
は
な
い
の

に
、
自
治
の
精
神
が
あ
る
と
お

聞
き
し
た
。

　

都
高
時
代
の
遅
刻
し
そ
う
な

朝
、
必
死
で
改
札
を
抜
け
、
長

い
坂
道
を
駆
け
登
っ
て
、
漸
く

通
用
門
に
辿
り
つ
い
て
も
、
都

立
大
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
待
ち
受

け
、
絶
望
的
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

先
に
、
我
が
校
舎
は
他
校
の
よ

う
に
佇
ん
で
い
た
。「
鬼
」
の
坂

も
、
友
と
語
ら
う
下
校
時
に
は

微
笑
む
。

 

「
い
ま
紅
顔
の
子
」
も
卒
業
し

て
半
世
紀
余
り
。
そ
の
坂
を
辿

っ
て
み
れ
ば
、
昔
な
が
ら
の
店

屋
は
な
く
、
小
綺
麗
な
街
並
み

に
変
わ
っ
て
い
た
。「
大
学
通
用

門
前
」
の
、神
林
正
治
君
（
18
期
）

自
慢
の
「
旭
ベ
ー
カ
リ
ー
」
も
、

昼
休
み
に
二
階
に
駆
け
込
ん
だ

「
更
科
蕎
麦
」
も
な
い
。
そ
れ
で

も
、
青
春
の
坂
道
を
往
け
ば
、

心
は
な
お
と
き
め
く
。
変
わ
ら

ぬ
東
横
線
の
高
架
駅
と
駅
名
が
、

い
ま
は
愛
お
し
い
。

寄 稿

八
雲
立
つ
丘
に
て
山
内
通
生
・
18
期

事務局インフォメーション

3.indd   14 2022/06/05   17:24
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● 2021年度事業報告
　２０２１年度は前年度に引き続き新型コロナ感染症の影響をま

ともに受けた１年でした。桜修館もわれわれ同窓会も前年同様

感染予防の対応に追われました。

　同窓会活動の方向を定める「理事・監事・評議員会議」は上期、

下期ともZoomによるオンライン会議とならざるを得ませんで

した。会報編集委員会など対面での会合は中止し、少人数の

「八雲が丘学友会」は、アクリル板の仕切りを立てた校長会議室

で開催しました。その他実施できたのは会計監査のみです。

　３年に１度の同窓会総会は昨年秋の開催予定でしたが、今年度

に延期しました。また「八雲が丘ホームカミングデー」は前年

と同じく延期となりました。記念祭は一昨年の第７２回が全面

的に中止となりましたが、昨年の第７３回は辛うじて開催され

ました。生徒のみの参加となったため、同窓会ルーム「八雲が

丘の集い」は出展できませんでした。

　一昨年から延期となっていた第８回「八雲が丘賞」は、第９回 

と一緒に同時表彰となりました。全校生徒の前での表彰式は 

出来ませんでしたが、校内放送で表彰状を読み上げました。 

また、再開した八雲が丘文庫は、受け入れ側の学校の体制が 

整いませんが、寄贈本は集まり始めています。

　例年通りの活動が継続できたのは、会報の発行、ホームページ

の更新、名簿の管理など、直接コロナの影響を受けない限られた

ものでした。会報は昨年６月３０日にA４版１２ページ、９,０００部

印刷。国内会員８,０２８ 部、特別会員（恩師）１５２部、海外会員８５

部を送付したほか、桜修館教職員、ＰＴＡ、在校生に計２００部を配

布しました。名簿の管理状況ですが、ホームカミングデーが開

催されなかったため対象の期の名簿更新が進まなかったことも

あり、住所不明者がやや増加しています。より詳しくはホーム

ページの「理事・監事・評議員会議」議事録をご覧ください。

● 2021年度決算報告
　２０２１年度の決算は、経常損益に前払い金を併せ２５万円弱の 

黒字となりました。会費収入は前期比横ばい、支出は「八雲が丘賞」 

の記念品代２０万円が前期比増となっています。ホームカミング

デー経費、記念祭経費がかからなかったことが黒字の要因ですが、

今期はこの二つの事業を行ったうえでの黒字を目指します。

　年会費の納入会員は１，２７６人でした。目標の１，５００人を達成 

できれば、新たな事業が展開できます。

事務局インフォメーション

◆ ２０２１年度役員
理事長・会報編集担当	    宍戸　迪武（１３期 ）　
常務理事・事業担当　　　　　　佐々木浩二（１５期 ）
常務理事・音楽催事担当　　　　佐藤　文行（１７期 ）
常務理事・ホームページ担当　　嶋津　和行（２６期 ）
常務理事・名簿管理担当　　　　石川　恵子（３５期 ）
常務理事・会計担当　　　　　　田中　聡美（４３期 ）
監事　　　　　　　　　　　 　 簑原　利憲（１１期 ）

【表Ⅰ】�2021年度貸借対照表(財産目録）

金額（単位：円）

1、資産の部

現金及び預金

現金 -                              

みずほ銀行普通預金 856,436          

みずほ銀行定期預金 5,006,672        
ゆうちょ銀行当座預金 2,543,011        

ジャパンネット銀行普通預金 3,079,933        

現金及び預金�計 11,486,052      

前払金 118,800          

��資�産�計 11,604,852      

2、負債の部

未払金（理事長立替未払金） 9,486              

��負�債�計 9,486              

3、正味財産の部

前期繰越正味財産 11,489,735      

当期正味財産増減額 246,632          

��正味財産計 11,736,367      

���負債・正味財産計 11,745,853      

【表Ⅱ】�2021年度正味財産増減計算書

金額（単位：円）

Ⅰ、経常収益

1、受取会費 2,552,000        
2、寄附金 11,700            
2、DVD等販売収入 -                    

�� 2、利息収益 112                
�経常収益計 2,563,812        

Ⅱ、経常費用

1、会報費

会報原稿作成費 118,800          
会報印刷製本料 822,690          
会報通信運搬費 996,953          
�会報費計 1,938,443        

2、ホームカミングデー費

懇親会費収入 -                    
懇親会費支出 -                    
案内送付先作成送付費用 -                    
会場等賃借料 -                    
HCD雑費 -                    
ホームカミングデー費計 -                    

3、記念祭費

通信運搬費 -                    
表彰金 200,000          
記念祭雑費 -                    
�記念祭費計 200,000          

4、経常管理費

旅費交通費 -                    
通信運搬費 37,352            
支払手数料 254,609          
会議費交際費 -                    
消耗品費 5,576              
雑費 -                    
�経常管理費計 297,537          

�経常費用計 2,435,980        
当期正味財産増減額（経常損益） 127,832          

�監査報告：
財務諸表、帳簿、証憑等を精査し、上記決算書に

誤りがないことを確認します。

監事

2022年5月12日

2022年3月31日現在

科目・摘要

2021年4月1日〜2022年3月31日

科目・摘要

2022年（令和４年）6月30日　　        東 京 都 立 大 学 附 属 高 等 学 校 同 窓 会 報

3.indd   15 2022/06/05   17:24



　
　
　

 

編 

集 

後 

記

コ
ロ
ナ
が
治
ま
り
ま
せ
ん
。
多
人
数
の
会
合
が
出
来

な
い
た
め
、
同
窓
会
活
動
も
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い

ま
す
。
同
期
会
な
ど
の
報
告
も
な
く
、今
年
も
会
報
に「
八

雲
が
丘
賞
」
以
外
の
活
動
報
告
は
載
せ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
方
で
、
恩
師
、
会
員
か
ら
は
多
数
の
文
章
が

寄
せ
ら
れ
、
充
実
し
た
16
ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
第
74
回
記
念
祭
は
９
月
10
日
、
11
日
の
両
日

で
す
。
例
年
通
り
同
窓
会
ル
ー
ム
「
八
雲
が
丘
の
集
い
」

を
出
展
で
き
る
か
ど
う
か
、秋
に
予
定
さ
れ
て
い
る
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
と
定
期
総
会
と
も
ど
も
、
詳
し
い 

情
報
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

来
年
も
、
会
報
の
原
稿
締
切
り
は
４
月
末
で
す
。

多
く
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

同
窓
会
報
編
集
委
員
会

年会費 2,000円 納入のお願い
   今回納入をお願いするのは２０２２年度の会費２，０００円です。
　㊟３年会費５，０００円と終身会費は廃止されています。
　　３年以上前の払込取扱票は使用しないでください。
●次の方は、納入していただく必要はございません。
　①特別会員の先生方
　②かつて終身会費３０,０００円を納入された方
　①②の方には会費払込取扱票が同封されていません。
　万一同封されていたら何らかの間違いですので、
　事務局までご連絡いただければ幸いです。

＜会費納入の方法＞
● ゆうちょ銀行、コンビニ
　 	 同封の払込取扱票をお使いください。

● 銀行振り込み
　　　Pay Pay 銀行  （旧ジャパネット銀行）
	 すずめ支店 （支店番号００２）
　　　普通預金　  ６２７１３９８
　　　（口座名義）　トウキョウトリツダイガクフゾク
　　　　　　　　    コウトウガッコウドウソウカイ

ATMから振り込む場合およびネットバンキングご利用の 
場合は、振り込み人の名前を修正して、名前の前に 「卒業期・ 
クラス」 を入れてください。　　（例＝１３Aトリツタロウ）

事務局インフォメーション
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住所の変更、訃報、その他の同窓会への連絡は
下記のいずれかの方法でお願いします。
● インターネット
同窓会のホームページを開き右下の「Contact us」 
ボタンをクリックするとメールフォームが出ます。
● 郵送
〒152-0023　東京都目黒区八雲１－１－２
　　　　　　　都立桜修館中等教育学校内
　　　　　　都立大学附属高等学校同窓会
または
〒152-0002　東京都目黒区目黒本町４－２３－６
　宍戸方　  都立大学附属高等学校同窓会事務局

同
窓
会
へ
の
連
絡
方
法

お 詫 び と 訂 正
昨年の会報に下記の間違い、誤りがありました。お詫びして
訂正いたします。
●７ページ   「同好会から部へ～演劇部の思い出」の本文中、
４段６行目の「カリスマ性の～」から１０ 行目「～同期たち」
までを削除。制作上のミスで１段目と文章がダブりました。
●１０ページ  タイトルと４段目、５段目、７段目の書名と引
用に誤りがありました。

　　　　誤　『その火を燃やしつづけて　
　　　　　　　　　　　　斎正子―遺稿と追憶』
　　　　正　『その光を燃やしつづけて　
　　　　　　　　　　　　斎正子― 遺稿と追憶』　

http：// yagumokai.org

  「八雲が丘文庫」への著書の寄贈について
  現役の中学生、高校生にぜひ読ませたい書籍を

  ご寄贈ください。

●寄贈を受ける著作は、書籍のみです。
●卒業生ご本人、または恩師ご自身の著作を

　　  ２冊までとさせていただきます。

　 寄贈本は下記までお送りください

〒１５２－００２３  東京都目黒区八雲１－１－２
桜修館中等教育学校内  「八雲が丘文庫」 担当

 訃報  謹んでお悔やみ申し上げます

同窓会事務局に連絡のあった方のみ掲載しています

国語 清沢　治先生 1997年
期・組 旧姓

1A 野明　宏至 2021年1月

1B 窪井　重郎 2018年5月5日

1B 立石　昭夫 2020年2月6日

2B 渡　　正明 2020年11月23日

2C 伊能　忠正 2018年11月

2C/4C 高橋　　望 2021年5月8日

3C 高澤　市郎 2020年7月20日

4B 栗原　　亮 2019年4月15日

4C 是永　龍二 2019年

5B 鈴木　康之 2021年6月19日

5C 清水　達雄 2021年1月3日

5C 原　　宜二 2021年1月6日

6A 伊藤　治代 牧野 （不明）

7B 川島　　正 2022年2月18日

7C 杉本真理子 須田 2021年7月11日

8A 長倉　伸子 2021年3月16日

8B 野島行一郎 2021年10月

8B 安田　博亮 2020年4月

8C 仙波　　晃 2021年10月

9A 江口　明則 2021年6月28日

9A 田所　啓弘 2021年9月23日

9C 伊川　浩爾 2021年9月12日

11A 海部　重美 三宅 2021年2月21日

14B 佐藤　信次 2021年6月2日

15A 堀口　精一 2020年

15C 萩生　良紀 2020年7月13日

15D 加藤百合子 竹植 2021年5月6日

16E 有田　篤雄 2019年

20D 茂木　行雄 2021年5月10日

23E 高田　義則 2021年1月21日

24B 山田　芳朋 2019年10月8日

24F 片山　一峯 （不明）
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